
平成 25年度予算が決まりました
粟賀小学校・幼稚園／大山小学校・幼稚園
　　　　　南小田小学校・幼稚園　閉校（園）式
神崎小学校・幼稚園　開校（園）式・竣工式
平成 25年度　神河町消防団初出式・入退団式
職員の人事異動・新規採用
行政情報
まちの話題
保健・福祉
公民館だより
暮らしの情報

表 紙

　木造平屋造りの真新しい「神崎幼稚園」。
玄関先には、「カーミンのからくり時計」
が設置されています。
　時には園児達を励ましながら、健やかな
成長を見守ってくれるでしょう。
（時計設備は、粟賀財産区から寄贈されました。）
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平成 25 年 5 月 1 日 2 

　

平
成
25
年
度
の
神
河
町
の
予
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
13
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算
の
総
額
は
対

前
年
度
比
4.1
％
減
の
１
４
８
億
９
，
０
７
４
万
円
で
、
こ
の
う
ち
一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
7.6
％

減
の
73
億
４
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
は
、「
ハ
ー
ト
が
ふ
れ
あ
う
住
民
自
治
の
ま
ち
」
を
目
指
す
第
１
次
長
期
総
合
計
画

の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
に
基
づ
く
事
業
実
施
を
基
本
と
し
、
決
算
委
員
会
の
提
言
や
各
区
要
望

を
踏
ま
え
て
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

神
河
町
全
体
の
予
算
は
１
４
８
億
９
，
０
７
４
万
円

神
河
町
の
予
算
の
概
要

　

町
の
予
算
は
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
の
３
つ
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
全
般
に
わ
た
る

施
策
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
予

算
が
一
般
会
計
で
す
。
こ
れ
に
対

し
、
特
定
の
事
業
を
一
般
事
業
と
切

り
離
し
、
独
立
し
た
経
理
を
行
う
の

が
特
別
会
計
で
９
事
業
あ
り
ま
す
。

企
業
会
計
は
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
を
受
け
る
も
の
で
、
上
・
下
水

道
事
業
と
病
院
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
予
算
を
中
心

に
平
成
25
年
度
予
算
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

１　

一
般
会
計　

【 

歳　

入 

】　　

　

町
が
自
ら
徴
収
し
た
り
収
納

す
る
自
主
財
源
は
、
26
億
６
，

８
０
４
万
円
で
、
歳
入
全
体
の

36
・
５
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
町
税
は
対
前
年
度
比
1.1
％
減

の
20
億
２
，
０
２
１
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
町
た
ば
こ
税
で

は
県
か
ら
の
税
源
移
譲
に
伴
い
増

収
と
な
る
一
方
で
、
固
定
資
産
税

に
お
い
て
償
却
資
産
の
う
ち
大
河

内
水
力
発
電
所
分
が
年
々
減
少
し

て
い
る
の
が
要
因
と
な
り
、
町
税

全
体
と
し
て
は
減
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見

て
、
今
後
も
町
税
収
入
の
増
加
は

望
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
事
業
実
施
に
伴
う
受
益
者
分

担
金
・
負
担
金
は
事
業
費
に
応
じ

て
計
上
し
、
使
用
料
・
手
数
料
、

諸
収
入
は
例
年
ベ
ー
ス
で
の
予
算

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
や
県
か
ら
受
け
る
補

助
金
や
交
付
金
は
依
存
財
源
と
し

て
63
・
５
％
を
占
め
、
46
億
３
，

６
０
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
が

で
き
る
よ
う
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
普
通
交
付
税
は
26
億
３
，
３
０

０
万
円
、
特
別
交
付
税
と
合
わ

せ
た
地
方
交
付
税
額
は
29
億
３
，

３
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
県
か
ら
の
補
助
金
や
負
担
金

は
対
前
年
度
比
31
・
４
％
減
の

８
億
２
，
１
３
１
万
円
、
そ
し
て

町
が
建
設
事
業
や
臨
時
財
政
対
策

な
ど
に
充
て
る
た
め
の
借
入
金

で
あ
る
町
債
は
対
前
年
度
比
25
・

７
％
減
の
６
億
５
，
１
０
０
万
円

で
、
そ
の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債

は
４
億
１
，
５
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
財
源
不

足
を
賄
う
た
め
財
政
調
整
基
金
を

２
，
６
８
０
万
円
取
り
崩
し
て
い

ま
す
。

【 

歳　

出 

】　　

　

歳
出
全
般
に
わ
た
る
事
務
事
業

の
更
な
る
点
検
と
施
策
の
選
択
と

集
中
の
強
化
に
よ
り
予
算
を
配
分

し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
減
ら
す
こ
と
が
難
し
い

と
さ
れ
る
義
務
的
経
費（
人
件
費
・

扶
助
費
・
公
債
費
）
は
30
億
９
，

７
９
６
万
円
で
、
歳
出
全
体
の

42
・
４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
人

件
費
は
、
特
別
職
（
町
長
・
副
町

長
・
教
育
長
）
の
報
酬
の
カ
ッ
ト

に
よ
る
減
額
の
継
続
及
び
、
退
職

に
よ
る
職
員
減
な
ど
の
要
因
に
よ

り
職
員
給
が
減
少
し
て
い
る
た
め

前
年
度
比
5.1
％
減
の
12
億
４
，

７
３
４
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
定
員
適
正
化
計
画
に
沿
い

定
員
・
給
与
の
適
正
化
を
引
き
続

き
着
実
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。

扶
助
費
は
私
立
保
育
所
運
営
委
託

費
の
増
額
及
び
、
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
の
無
料
化
に
お
い
て

新
た
に
所
得
制
限
を
撤
廃
し
た
こ

と
に
よ
り
対
前
年
度
比
1.7
％
増
の

６
億
９
，
６
９
９
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事

業
で
借
り
入
れ
た
元
金
と
利
子
を

支
払
う
公
債
費
は
、
対
前
年
度
比

8.7
％
減
の
11
億
５
，
３
６
３
万
円

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
繰
上
償
還

等
の
効
果
に
よ
り
公
債
費
は
着
実

特集　かみかわを知る

平成 25 年度予算
総 額 148 億 9,074 万円
一 般 会 計 73 億　410 万円
特 別 会 計 29 億 4,948 万円
企 業 会 計 46 億 3,716 万円
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に
減
少
し
て
お
り
、
引
き
続
き
町

債
残
高
の
縮
減
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
以
外
の
経
費
で
は
、
物
件

費
と
し
て
行
政
全
般
に
係
る
電
算

シ
ス
テ
ム
関
連
経
費
、
各
施
設
の

維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
事
務

事
業
全
般
に
わ
た
る
諸
経
費
な
ど

を
11
億
９
，
７
１
８
万
円
計
上

し
て
い
ま
す
。
補
助
費
等
は
公

営
企
業
（
水
道
・
下
水
道
・
病

院
）
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担

金
な
ど
で
対
前
年
度
比
4.8
％
増
の

19
億
９
，
４
１
０
万
円
と
な
り
、

繰
出
金
は
各
特
別
会
計
の
事
業
運

営
経
費
と
し
て
対
前
年
度
比
5.7
％

減
の
４
億
５
，
９
５
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
投
資
的
経
費
は
、
区

要
望
事
業
へ
の
重
点
配
分
と
新
町

建
設
計
画
に
沿
い
合
併
特
例
債
事

業
を
年
次
的
計
画
に
よ
り
計
上
し

た
結
果
、
統
合
小
学
校
・
幼
稚
園

整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
な
ど

か
ら
対
前
年
度
比
49
．
９
％
減
の

５
億
１
，
０
４
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
来
年
度
以
降

も
円
滑
に
事
業
を
実
施
し
、「
安

全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
の
予
算
の
う
ち
「
区
要

望
事
業
」
に
つ
い
て
、
１
億
１
，

９
４
９
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

３　

企
業
会
計

　

各
事
業
と
も
経
営
健
全
化
計
画

を
着
実
に
実
行
し
、
経
営
の
健
全

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
状
況

経
常
収
支
比
率

　

Ｈ
25
当
初
見
込
み　

92
・
４
％

　

Ｈ
24
当
初
見
込
み　

95
・
６
％

平成 25 年度一般会計、特別会計および企業会計の当初予算額
（△はマイナス表示）

会　　計　　名 予　　算　　額 伸び率
一 般 会 計 73 億　410 万円 △  7.6％
特 別 会 計
介護療育支援事業 5,271 万円 1.5％
国民健康保険事業 13 億 5,041 万円 9.7％
後期高齢者医療事業 1 億 6,143 万円 △  0.8％
介 護 保 険 事 業 11 億 4,984 万円 △  0.6％
土 地 開 発 事 業 8,080 万円 △ 28.9％
老人訪問看護事業 1 億 1,085 万円 1.1％
産業廃棄物処理事業 944 万円 △  0.1％
寺前地区振興基金 3,021 万円 12.3％
長谷地区振興基金 379 万円 △  2.7％

企 業 会 計
水 道 事 業 3 億 4,757 万円 1.0％
下 水 道 事 業 6 億 1,199 万円 1.0％
公立神崎総合病院事業 36 億 7,760 万円 △  3.2％

　 合 計 　 148 億 9,074 万円 △  4.1％
※企業会計の予算額は 3 条支出予定額

　

昨
年
度
当
初
と
比
較
し
て
み
る

と
、人
件
費
・
公
債
費
・
補
助
費
等
・

繰
出
金
は
3.3
％
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
扶
助
費
は
医
療
助
成
費
な
ど

の
増
加
に
よ
り
0.1
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
比

率
は
92
．
４
％
と
な
り
3.4
％
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
更

な
る
歳
出
に
お
け
る
経
常
経
費
の

削
減
を
行
い
、
同
比
率
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
経
常
収
支
比
率
と
は
】

　

町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
よ

う
に
毎
年
決
ま
っ
て
収
入
で
き
る

お
金
（
経
常
収
入
）
の
う
ち
、
人

件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
な
ど
の

よ
う
に
必
ず
支
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
（
経
常
経
費
）
が
、

ど
れ
く
ら
い
の
割
合
か
を
示
す
指

標
で
財
政
の
弾
力
性
を
あ
ら
わ
し

て
い
ま
す
。
こ
の
数
値
が
低
い
ほ

ど
臨
時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
い
ほ
ど

町
の
財
政
は
余
裕
が
な
い
と
言
え

ま
す
。
65
～
75
％
が
適
正
。

実
質
公
債
費
比
率

　

Ｈ
25
当
初
見
込
み　

17
・
９
％

　

Ｈ
24
当
初
見
込
み　

19
・
９
％

　

平
成
19
～
24
年
度
に
お
い
て
普

通
会
計
債
の
銀
行
等
資
金
の
繰
上

償
還
、
企
業
債
の
低
利
へ
の
借
換

を
行
っ
て
き
た
こ
と
と
、
償
還
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り

元
利
償
還
金
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、実
質
公
債
費
比
率
は
17
．９
％

の
見
込
み
と
な
り
昨
年
度
当
初
と

比
較
し
て
み
る
と
2.0
％
改
善
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
で
の
18
％

未
満
が
前
倒
し
で
達
成
で
き
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
実
質
公
債
費
比
率
と
は
】

　

町
の
規
模
に
ふ
さ
わ
し
い
標
準

的
な
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
を

「
標
準
財
政
規
模
」
と
い
い
、
こ

れ
に
対
す
る
公
債
費
（
普
通
会
計

債
、
病
院
・
上
下
水
道
の
企
業
債
、

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
事
務

組
合
債
の
神
河
町
負
担
分
）
の
割

合
を
『
実
質
公
債
費
比
率
』
と
い

う
。
現
在
借
り
て
い
る
借
金
が
妥

当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
数
値
。

こ
の
数
値
が
18
％
を
超
え
る
と
町

債
の
発
行
が
協
議
制
か
ら
国
・
県

の
許
可
制
と
な
り
、
25
％
に
な
る

と
町
債
の
発
行
が
制
限
さ
れ
「
財

政
健
全
化
団
体
」
と
な
り
ま
す
。

２　

特
別
会
計

　

各
事
業
と
も
収
支
の
均
衡
と
業

務
運
営
の
合
理
化
・
効
率
化
を
図

り
、
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

特
に
土
地
開
発
事
業
特
別
会
計
に

お
け
る
「
し
ん
こ
う
タ
ウ
ン
」
第

３
期
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
完
売
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
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特集　かみかわを知る

使用料・手数料　2億3,780万円（3.3％）

町税
20億2,021万円

（27.6％）

分担金・負担金　8,359万円（1.1％）
繰入金　9,959万円（1.4％）

財産収入他　1,126万円（0.1％）

地方交付税　
29億3,300万円

（40.2％）

諸収入（その他）　1億9,559万円（2.7％）
繰越金　2,000万円（0.3％）
諸収入（受託事業費）　55万円（0.0％）

国庫支出金　3億4,191万円（4.7％）
町債　

　6億5,100 万円
　　　　　（8.9％）

県支出金　4億7,940万円　（6.6％）
地方譲与税等交付金　2億3,020万円（3.1％）

依存財源
46 億 3,606 万円（63.5％）

自主財源
26 億 6,804 万円（36.5％）

（単位：円）

目 的 別 性 質 別
議 会 費 7,992 人 件 費 100,115
総 務 費 79,185 物 件 費 96,089
民 生 費 98,894 維 持 補 修 費 423
衛 生 費 136,516 扶 助 費 55,943
農林水産業費 33,475 補 助 費 等 160,053
商 工 費 17,171 公 債 費 92,594
土 木 費 32,819 積 立 金 2,195
消 防 費 23,922 投資・出資・貸付金 578
教 育 費 63,281 繰 出 金 36,888
公 債 費 92,595 投 資 的 経 費 40,972
そ の 他 401 予 備 費 401

計 586,251 計 586,251

人件費
12億4,734万円
　　　　（17.1％）

　公債費
11億5,363万円
　　　（15.8％）

扶助費
6億9,699万円
　（9.5％）

　物件費
11億9,718万円
　　（16.4％）

補助費等　
19億9,410万円

（27.3％）

維持補修費
　527万（0.1％）

予備費　500万
（0.0％）

積立金
2,734 万円
（0.4％）

繰出金
4億5,958 万円（6.3％）

投資的経費（補助）
　7,952 万円（1.1％）

　

投資的経費（単独）
4億3,095 万円（5.9％）

投資出資金・
貸付金

　720万円（0.1％）

農林水産業費
4億1,707万円（5.7％）

商工費
2億1,393万円（2.9％）

土木費
4億889万円（5.6％）

　　民生費
12億3,212万円
　　　（16.9％）

　衛生費
17億85万円
　（23.3％）

公債費　　
11億5,364万円

　（15.8％）

　教育費　　　
7億8,841万円
　（10.8％）　　消防費

2億9,805万円
　　　（4.1％）

予備費
500万円（0.1％）

議会費　9,957 万円（1.3％）諸支出金 0万円（0.0％）

総務費
9億8,657万円
　（13.5％）

任意的経費
42 億 614 万円（57.6％）

義務的経費
30 億 9,796 万円（42.4％）

一般会計における町民 1 人あたりの予算額は…

586,251 円となっています。
（平成 25 年 1 月 31 日現在の人口　12,459 人）

歳　入
総　額

73億410万円

一般会計　歳入　総額 73 億 410 万円

目的別歳出
総　額

73億410万円

性質別歳出
総　額

73億410万円

一般会計　歳出　総額 73 億 410 万円
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「ハートがふれあう住民自治のまち」をめざして……主な事業

　

一
般
会
計
の
具
体
的
施
策
に
つ
い
て

　
「
子
ど
も
た
ち
が
愛
情
に
ま
も
ら
れ

て
育
つ
ま
ち
づ
く
り
」

10
億
３
，
２
１
６
万
円

⑴　

少
子
高
齢
化
は
、留
ま
る
と
こ
ろ
な
く
、

24
年
１
月
か
ら
12
月
に
出
生
し
た
子
ど
も
は

69
名
で
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
１
６
７
名
で

す
。
合
併
時
１
３
，
０
７
７
名
で
あ
っ
た
人

口
も
昨
年
12
月
で
１
２
，
４
７
４
名
と
約
７

年
間
で
６
０
３
名
減
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
と
わ
が

町
の
活
力
は
失
わ
れ
、
町
存
亡
に
係
る
大
変

な
事
態
で
あ
り
ま
す
。
国
全
体
の
人
口
減
少

傾
向
と
は
い
え
、
財
政
厳
し
い
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
将
来
を
見
通
し
、
町
と
し
て
少
子

化
や
人
口
減
を
く
い
止
め
る
た
め
、
子
育
て

世
代
の
支
援
を
重
点
的
に
行
い
、
若
者
が
神

河
町
に
住
み
続
け
、
安
心
し
て
子
ど
も
が
産

み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
子
育
て
世
代
の
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
所
得
制
限
の

な
い
中
学
生
以
下
の
医
療
費
無
料
化
と
学
校

給
食
を
通
じ
て
の
食
育
に
よ
り
、
子
ど
も
達

の
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

・
寺
前
小
学
校
大
規
模
改
造
実
施
設
計　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
０
０
０
万
円

・
外
国
語
教
育
推
進
事
業
（
小
学
校
へ
の
英

　

語
指
導
員
派
遣
）　　
　
　

 　

４
１
万
円

・
神
崎
小
学
校
、
寺
前
小
学
校
、
外
国
語
指

　

導
助
手
活
用
事
業　
　
　
　

８
５
０
万
円

・
神
河
中
学
校
等
に
各
１
名
の
学
習
支
援
員

　

を
配
置
す
る
事
業　
　
　
　

４
５
９
万
円

・
中
学
２
年
生
の
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

・
自
然
学
校　
　
　
　
　
　
　

３
１
８
万
円

・
児
童
虐
待
防
止
事
業　
　
　
　

１
４
万
円

・
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
等
の
自
立
支
援
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
３
１
万
円

・
幼
稚
園
預
か
り
保
育　
　
　

２
２
５
万
円

・
放
課
後
子
ど
も
教
室　
　
　

１
０
９
万
円

・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ　
　

１
，
０
７
９
万
円

・
通
学
合
宿　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

・
児
童
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営　

８
２
３
万
円

・
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー　
　

９
５
７
万
円

・
小
学
校
通
学
バ
ス
委
託
料　

３
５
３
万
円

・
中
学
校
通
学
バ
ス
委
託
料　
　
　
　
　
　

１
，
３
５
７
万
円

・
保
育
所
運
営　
　

１
億
９
，
３
９
６
万
円

・
児
童
手
当　
　
　

１
億
８
，
８
８
９
万
円

・
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
所
得
制
限

　

撤
廃　
　
　
　
　
　
　

１
，
３
４
３
万
円

・
子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る
支
援
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
５
万
円

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理　３

，
１
８
２
万
円

・
山
村
留
学　
　
　
　
　
　
　

６
４
４
万
円

・
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業１

億
６
，
２
８
６
万
円

等
で
す
。

「
誰
も
が
生
き
が
い
と
安
心
を
感
じ

て
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」

18
億
４
，
７
３
２
万
円

⑴　

地
球
温
暖
化
に
よ
る
集
中
豪
雨
と
産
業

構
造
の
変
化
に
よ
る
林
業
の
衰
退
に
よ
っ
て

林
地
が
荒
廃
し
、
裏
山
崩
壊
・
河
川
氾
濫
等

の
自
然
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
長
期
総
合
計
画
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
満
足
度
が
低
く
重
要
度
が
大
き
い
も
の

と
し
て
、
防
災
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

　

砂
防
事
業
や
治
山
治
水
事
業
、
河
川
改
修

等
は
、
引
き
続
き
、
県
に
要
望
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
、

防
災
減
災
対
策
の
補
助
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、

防
災
設
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
負
担
金

３
，
８
７
８
万
円

・
大
河
分
団
ポ
ン
プ
自
動
車　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
８
０
３
万
円

・
寺
前
分
団
車
庫　
　
　
　
　

６
８
３
万
円

・
福
本
・
東
柏
尾
・
大
山
防
火
水
槽　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
８
９
０
万
円

・
防
災
情
報
発
信
基
盤
整
備
更
新
委
託
料　

１
，
０
７
８
万
円

等
で
す
。

⑵　

高
齢
化
率
は
、
１
月
末
現
在
で
30
・

15
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
だ
け
の

世
帯
や
一
人
暮
ら
し
が
増
え
て
お
り
、
雪
掻

き
や
ご
み
捨
て
・
買
い
物
な
ど
に
も
困
っ
て

い
る
人
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
で
介
護
が
必
要
な

人
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
育
て
や
家
族
の

介
護
で
悩
ん
で
い
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
行

政
や
福
祉
の
充
実
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、

個
々
の
差
や
生
活
上
の
違
い
か
ら
解
決
に
い

た
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
行
政
だ
け

で
な
く
介
護
保
険
事
業
所
等
の
民
間
福
祉

サ
ー
ビ
ス
業
者
や
地
域
で
の
助
け
合
い
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。
ま
た
、幸
せ
な
家
庭
は
、

家
族
が
健
康
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
健
康
維
持
に
は
、
病
気
の
早
期
発

見
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

健
康
診
断
の
受
診
率
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
が
、
や
は
り
大
切
な
の
は
、
個
人
の
健

康
へ
の
意
識
と
日
常
生
活
の
習
慣
で
す
。

　

そ
こ
で
、本
年
度
は
、関
係
部
局
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
り
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
将

来
構
想
」
を
計
画
し
ま
す
。

愛
・
や
さ
し
さ
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特集　かみかわを知る

・
健
康
診
断
事
業　
　
　
　
　

３
３
６
万
円

・
予
防
接
種
事
業　
　
　

２
，
７
８
８
万
円

・
が
ん
等
健
診
事
業　
　
　
　

８
２
８
万
円

・
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
８
，
９
９
７
万
円

・
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金　
　
　
　

２
，
６
０
２
万
円

・
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業　
　
　
　
　

２
億 
１
６
４
万
円

等
で
す
。

「
地
域
風
土
と
調
和
し
た
生
活
・

　
　

文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
」

14
億
３
，
２
４
２
万
円

⑴　

神
河
町
は
、道
路
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・

下
水
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
進
ん
で
お
り

ま
す
が
、
そ
の
修
繕
や
改
修
は
必
要
で
す
。

高
度
成
長
時
代
に
建
設
し
た
多
く
の
橋
も
点

検
の
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、
道
路
も
舗
装
改

修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
し
ん
こ
う
大
橋
維
持
修
繕
工
事　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
０
０
万
円

・
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
委
託
料　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
１
１
０
万
円

・
林
道
水
谷
線
舗
装
新
設　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
９
３
０
万
円

・
粟
賀
・
柏
尾
・
貝
野
線
改
良　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
，
３
０
０
万
円

・
野
村
・
沢
線
改
良　
　

４
，
０
０
０
万
円

・
神
崎
市
川
線
新
設
改
良　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
，
６
３
０
万
円

・
地
籍
調
査
事
業　
　
　

３
，
９
２
４
万
円

・
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
，
４
２
６
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計
補
助
金　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
億
２
，
７
２
６
万
円

等
で
す
。

⑵　

清
流
の
町
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
の
た

め
の
水
源
調
査
や
住
宅
施
策
と
し
て
し
ん
こ

う
タ
ウ
ン
の
分
譲
や
町
営
住
宅
の
建
設
計

画
・
空
き
家
再
生
事
業
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

・
空
き
家
利
活
用
再
生
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
３
６
０
万
円

・
カ
ク
レ
畑
水
道
設
備
工
事　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
４
５
４
万
円

等
で
す
。

⑶　

神
河
町
の
歴
史
は
古
く
、
今
か
ら

一
万
三
千
年
以
上
前
の
旧
石
器
ま
で
溯
り
ま

す
。
そ
の
遺
跡
と
し
て
、県
指
定
史
跡
の「
福

本
遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
。
福
本
遺
跡
は
旧
石

器
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
が
検

出
さ
れ
た
複
合
遺
跡
で
す
。
特
に
縄
文
時
代

早
期
の
押
型
文
土
器
が
播
磨
地
域
で
初
め
て

出
土
し
た
ほ
か
、
弥
生
時
代
の
集
落
、
奈
良

時
代
の
５
基
の
瓦
窯
跡
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
土
器
を
は
じ
め
多
く
の
遺
物
を
神
崎
公

民
館
で
展
示
し
、
多
く
の
方
々
に
広
く
歴
史

文
化
に
触
れ
て
も
ら
え
る
コ
ー
ナ
ー
を
つ
く

り
ま
す
。

　

ま
た
文
化
財
の
保
護
・
保
存
・
普
及
・
啓

発
を
目
的
と
し
て
い
る
文
化
財
保
存
事
業
の

な
か
で
歴
史
史
料
の
総
合
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
ま
だ
数
年
は
か
か

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
将
来
の
町
史
編
纂
に

向
け
て
継
続
し
実
施
し
ま
す
。

・
文
化
財
保
存
事
業　
　
　
　

９
３
３
万
円

・
文
化
財
展
示
整
備
事
業　
　

４
０
０
万
円

・
池
田
藩
陣
屋
跡
改
修
整
備　

４
０
０
万
円

　
　
　

等
で
す
。

「
美
し
い
自
然
を
守
り
豊
か
な
産
業

を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

８
億
７
，
７
１
０
万
円

⑴　

地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
環

境
保
全
を
担
う
森
林
は
、
水
源
涵
養
等
公
益

的
機
能
が
あ
る
大
切
な
も
の
で
す
が
、
昨
今

の
林
業
経
営
の
衰
退
に
よ
り
、
そ
れ
を
維
持

す
る
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

人
工
林
の
間
伐
を
個
人
負
担
な
し
で
補
助

を
受
け
る
に
は
、
搬
出
と
森
林
経
営
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
救
済
も
必
要
で
す
。

・
計
画
書
が
必
要
な
全
額
補
助
の
森
林
管
理

　

１
０
０
％
推
進
事
業　

１
，
０
２
２
万
円

命
・
い
き
い
き
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・
計
画
書
が
不
要
で
２
分
の
１
補
助
の
町
単

　

独
間
伐
事
業　
　
　
　
　
　

６
０
４
万
円

・
農
地
・
農
業
用
水
路
を
守
る
た
め
の
農
地
・

　

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
９
万
円

・
カ
ド
ミ
対
策
農
用
地
土
壌
植
物
浄
化
推
進

　

事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
０
５
万
円

・
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
配
布
す
る
米
安
全
確
保

　

対
策
推
進
事
業　
　
　
　
　

５
６
５
万
円

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
（
ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除

　

補
助
金
制
度
を
新
設
）　　

 

４
８
５
万
円

・
シ
カ
捕
獲
実
施
隊
編
成
支
援
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
２
２
４
万
円

・
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
，
９
２
４
万
円

等
で
す
。

⑵　

生
ご
み
の
ゼ
ロ
化
を
目
指
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
普
及
は
重
要
な
事
項
で

す
。

　

今
年
度
は
、
住
民
の
方
々
の
充
分
な
理
解

を
得
て
、
助
成
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
住

民
モ
ニ
タ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
結

果
を
踏
ま
え
て
効
果
の
あ
る
制
度
の
準
備
が

で
き
れ
ば
、
補
正
を
し
て
、
年
度
内
に
補
助

制
度
を
実
施
し
ま
す
。

・
廃
棄
物
減
量
化
普
及
啓
発
事
業　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
万
円

・
企
業
誘
致
事
業　
　
　
　
　

３
５
５
万
円

・
商
工
振
興
事
業　
　
　

２
，
３
９
６
万
円

　

等
で
す
。

「
地
の
利
を
生
か
し
た
交
流
を
促
進

す
る
ま
ち
づ
く
り
」

１
億
６
，
２
１
０
万
円

⑴　

近
年
、「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」、「
平
清

盛
」、「
上
意
討
ち
」
と
映
画
・
Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ

に
砥
峰
高
原
が
ロ
ケ
地
と
な
り
、
雄
大
で
美

し
い
自
然
を
求
め
て
来
ら
れ
る
観
光
客
が
増

え
て
い
ま
す
。
神
河
町
の
「
越
知
川
名
水
街

道
」、「
銀
の
馬
車
道
」、「
大
河
内
高
原
」
三

つ
の
ゾ
ー
ン
に
あ
る
多
く
の
観
光
施
設
を
生

か
し
、
町
を
元
気
に
す
る
た
め
、
１
０
０
万

人
の
入
り
込
み
客
を
目
指
し
ま
す
。

・
観
光
協
会
補
助
等
の
観
光
経
常
事
業

　

１
，
０
１
３
万
円

・
観
光
施
設
管
理
事
業　

７
，
７
３
４
万
円

・
大
河
内
高
原
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　

２
，
２
１
２
万
円

・
水
車
公
園
維
持
管
理
事
業　

５
０
２
万
円

・
桜
華
園
保
育
管
理
事
業　
　

１
７
５
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

⑵　

観
光
施
設
で
販
売
す
る
お
土
産
で
す

が
、
自
然
薯
加
工
製
品
等
の
特
産
物
や
カ
ー

ミ
ン
グ
ッ
ズ
等
を
観
光
協
会
や
商
工
会
等
に

よ
り
ま
し
て
、次
々
と
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
法
人
み
か
し
ほ
学
園
・
岡
野

食
品
産
業
㈱
と
根
宇
野
・
山
田
・
東
柏
尾
・

杉
集
落
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
特
産
品

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
住
民
・
地
域
の
や
る
気
が
活
き
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
」

１
９
億
５
，
３
０
０
万
円

⑴　

毎
月
11
日
は
神
河
町
の
人
権
を
た
し
か

め
る
日
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
社
会
を
目
指
し
、
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
各
集
落
の
隣
保
に
一
人

ず
つ
人
権
文
化
推
進
員
を
選
任
し
、
多
く
の

方
に
人
権
啓
発
事
業
に
関
わ
っ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

・
地
区
別
人
権
教
室
、
講
演
会
、
実
践
発
表

　

会
等
人
権
啓
発
活
動
事
業　

２
９
１
万
円

等
で
す
。

⑵　

公
平
な
住
民
負
担
と
公
平
な
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
徹
底
で
す
が
、
公
平
公
正
な
税
負
担

は
行
政
運
営
の
基
本
で
す
。
納
税
相
談
を
行

い
、
債
権
管
理
条
例
に
基
づ
い
て
徴
収
体
制

の
強
化
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
に
地
域
差
の
無
い
よ
う
に
、
地
域

の
方
々
の
要
望
・
意
見
に
耳
を
傾
け
て
ま
い

り
ま
す
。

・
納
税
者
の
公
平
性
を
図
る
た
め
の
賦
課
徴

　

収
経
常
事
務　
　
　
　
　
　

１
３
１
万
円

・
地
域
づ
く
り
と
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く

　

り
活
動
補
助
金　
　
　
　
　

１
９
３
万
円

・
集
落
公
園
等
整
備
事
業　
　

１
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
で
す
。

　

以
上
、
今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
申
し
上
げ
ま
し
た
人
口
減
少
対
策

や
安
全
安
心
の
町
づ
く
り
等
多
く
の
施
策
達

成
に
向
け
、全
力
で
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

心
・
ふ
れ
あ
い
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粟
賀
小
学
校
・
幼
稚
園

粟
賀
小
学
校
・
幼
稚
園
／
大
山
小
学
校
・
幼
稚
園
／
南
小
田
小
学
校
・
幼
稚
園　

の
閉
校
（
園
）
式

　

学
校
（
幼
稚
園
）
統
合
に
伴
い
、３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
校
（
園
）
し
ま
し
た
３
小
学
校
・

幼
稚
園
の
閉
校
（
園
）
式
が
、
南
小
田
小
学
校
・
幼
稚
園
は
３
月
23
日
に
、
粟
賀
小
学
校
・

幼
稚
園
と
大
山
小
学
校
・
幼
稚
園
は
３
月
24
日
に
、
来
賓
、
歴
代
教
職
員
、
地
元
区
長
を

は
じ
め
地
元
の
方
々
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
小
学
校
（
幼
稚
園
）
で
の
式
典
で
は
、
町
長
式
辞
、
教
育
委
員
会
告
示
、
学
校
長
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
学
校
長
か
ら
教
育
長
へ
、
教
育
長
か
ら
町
長
へ
校
旗
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
等
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
出
席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
典
は
終
了

し
ま
し
た
。
式
典
終
了
後
、
児
童
等
の
趣
向
を
凝
ら
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
閉

校
（
園
）
式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
粟
賀
小
学
校
・
幼
稚
園
と
大
山
小
学
校
・
幼
稚
園
の
児
童
・
園
児
は
神
崎

小
学
校
・
幼
稚
園
に
、
南
小
田
小
学
校
・
幼
稚
園
の
児
童
・
園
児
は
寺
前
小
学
校
・
幼
稚

園
に
通
学
（
園
）
し
て
い
ま
す
。

閉
　
校
（
園
）
式

南
小
田
小
学
校
・
幼
稚
園

大
山
小
学
校
・
幼
稚
園
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３
月
31
日
に
は
神
崎
小
学
校
・
幼
稚
園
の
開
校
（
園
）
式
並
び
に
竣
工
式
を
体
育
館
で

開
催
し
ま
し
た
。
教
育
長
に
よ
る
経
過
報
告
、
町
長
式
辞
、
教
育
委
員
会
告
示
、
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
町
長
か
ら
教
育
長
へ
、
教
育
長
か
ら
代
表
校
長
へ
校
旗
の
授
与
、
学
校
長
の

謝
辞
が
あ
り
、
最
後
に
新
し
い
校
歌
・
園
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
校
舎
前
で
、

町
長
、
議
長
、
教
育
長
、
区
長
会
長
、
学
校
長
等
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
校
（
園
）

舎
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
16
時
ま
で
一
般
に
公
開
し
、
多
数
の
見
学
者
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
神
崎
小
学
校
・
幼
稚
園
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
木
の
ぬ
く
も
り
あ
る
真
新
し
い
校（
園
）

舎
で
、
４
月
か
ら
児
童
・
園
児
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
し
た
学
校
・
園
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
地
域
と
連
携
し
た
特
色
あ
る
学
校
・
園
の
取
り
組
み
に
対
し
、
今
後
と
も
ご
支
援

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

神
崎
小
学
校
・
幼
稚
園
の
開
校
（
園
）
式

　
　
　
　
並
び
に
竣
工
式

神崎小学校玄関

神崎幼稚園玄関
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★
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

◎
精
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

山
手
紀
代
志

　
　
　
　
　

米
田　

直
也

★
兵
庫
県
知
事
表
彰

◎
永
年
勤
続
功
労
章
〔
１
名
〕

　

本　

団　

山
下　

直
樹

◎
消
防
協
力
者
賞
︹
１
事
業
所
︺

　
　
　
　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
兵
庫
（
株
）

★
兵
庫
県
消
防
協
会
長
表
彰

◎
功
績
章
〔
２
名
〕

　

本　

団　

德
賀
伊
知
郎

　
　
　
　
　

岸
田　

誠
基

◎
精
績
章
〔
４
名
〕

　

岩　

屋　

岸
上　

智
成

　

寺　

野　

成
田　

彰
彦

　

大　

山　

太
田　

浩
功

　

栗　

渕　

坂
元　

滋
樹

◎
精
勤
章
〔
７
名
〕

　

本　

団　

一
宮　

通
恭

　

大　

畑　

前
田　

正
明

　

根
宇
野　

齊
藤　

元
重

　

貝　

野　

安
田　

明
彦

　

猪　

篠　

岩
田　

真
也

　

南
小
田　

久
後　

友
博

　

大　

河　

植
野　

哲
也

★
神
河
町
長
表
彰

　

永
年
勤
続
功
労
章
〔
14
名
〕

　

本　

団　

岸
田　

誠
基

　

大　

畑　

森
田　

保
生

　

寺　

野　

成
田　

彰
彦

　
　
　
　
　

葊
納　

佳
則

　

杉　
　
　

藤
原　

佳
樹

　
　
　
　
　

船
田　

幸
宏

　

猪　

篠　

岩
田　

真
也

　
　
　
　
　

西
川　
　

亨

　
　
　
　
　

中
井　

昌
享　

　

野　

村　

鵜
野　

哲
也

　

鍛　

治　

平
岡
万
寿
夫

　

大　

河　

井
上　

裕
史

　

川　

上　

草
壁　

建
之

　

長　

谷　

髙
内　

教
男

　

退
任
・
退
団
さ
れ
る
方
々
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

★
分
団
〔
39
名
〕

　
作
畑
新
田　

玉
田　

康
之

　
　
　
　
　

足
立　

哲
哉

　
　
　
　
　

井
上　

直
樹

　
　
　
　
　

玉
田　

智
明

　

大　

畑　

森
田　

保
生

　
　
　
　
　

林
田　

篤
志

　

越　

知　

一
宮　

貴
志

　
　
　
　
　

藤
原　

由
勝

　
　
　
　
　

中
山　

武
彦

　

山　

田　

秋
山　

洋
二

　
　
　
　
　

石
野　

秀
樹

　
　
　
　
　

羽
岡　

幹
雄

　
　
　
　
　

前
田　

新
吾

　

中　

村　

石
山　
　

忍 

　
　
　
　
　

飯
尾　

康
彦

　
　
　
　
　

寺
本　

尚
生　

　

粟
賀
町　

吉
村　

健
作

　
　
　
　
　

井
上　

知
弘

　

福　

本　

松
本　

豊
弘

　
　
　
　
　

長
谷
川
南
木

　
　
　
　
　

松
本　

成
人

　
　
　
　
　

大
野　

敬
之

　
　
　
　
　

内
藤　

忠
彦

　
　
　
　
　

羽
岡　

大
成

　

寺　

野　

成
田　

彰
彦

　
　
　
　
　

葊
納　

佳
則

　

柏　

尾　

藤
原　

哲
郎

　
　
　
　
　

藤
原　
　

保

　

吉　

冨　

吉
田　

康
広

　
　
　
　
　

井
上　

武
彦

　
　
　
　
　

田
中　

健
一

　
　
　
　
　

藤
原　

勝
喜

　

猪　

篠　

藤
原　

一
宏

　
　
　
　
　

西
川　
　

亨

　

野　

村　

鵜
野　

哲
也　

 

　

寺　

前　

荒
木　

正
嗣　

 

　

鍛　

治　

平
岡
万
寿
夫　

 

　

高
朝
田　

藤
原
美
紀
也　

 

　

長　

谷　

小
松　

真
吾

　

４
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
か
ら
神
崎
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お

い
て
、
神
河
町
消
防
初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来

賓
多
数
の
御
臨
席
の
中
、
精
鋭
の
消
防
団
員
４
５
０
名
が
出
動
し
、
終
始

節
度
あ
る
行
動
に
よ
り
神
河
町
消
防
団
と
し
て
の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

初
出
式
並
び
に
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

平
成
25
年
度
　
神
河
町
消
防
団
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は
じ
め
ま
し
て

団　長　小岩　　等
副団長　山下　直樹、藤原　哲也、山手紀代志、一宮　通恭、米田　直也、德賀伊知郎、岸田　誠基

新入団員・幹部訓練を実施しました

　４月 14 日（日）町民グラウンドで、新入団員・幹部訓練を実施し
ました。
　当日、新入団員 32 名、幹部 138 名が早朝から出動。中播消防署の
教官１2 名から、礼式・規律、器具取扱、講義などで指導を受けました。

今年度の役員のみなさんをご紹介します

分団名 分団長 副分団長
作畑新田 林　　　秀　作 笹　倉　智　之
大　畑 前　田　正　明 宮　㟢　良　大
越　知 一　宮　宏　平 横　田　信　吾
岩　屋 岸　上　智　成 岸　上　幹　浩
根宇野 堀　上　　　勲 中　島　圭　一
山　田 藤　原　琢　也 藤　原　雄　大
中　村 山　本　憲　生 齊　藤　　　斉
粟賀町 小　林　伸太郎 上　田　秀　稔
福　本 森　本　裕　紀 神　田　賢　吾
貝　野 藤　永　寛　樹 三　宅　　　順
寺　野 石　田　雅　貴 岡　本　篤　志
柏　尾 井　上　弘　之 井　上　達　雄
加　納 難　波　英　敏 藤　後　健　一
東柏尾 河　合　英　明 松　本　英　樹
吉　冨 後　藤　真　延 藤　原　悦　雄

杉 藤　井　亮　一 藤　原　章　弘

分団名 分団長 副分団長
大　山 戸　田　　　貴 井　上　昇　三
猪　篠 入　江　　　聡 香　川　真　行
新　野 黒　田　一　史 黒　田　高　年
野　村 石　橋　孝　行 鵜　野　浩　二
比　延 荒　木　新　治 玉　田　賢　一
寺　前 児　島　幸　功 竹　氏　英　之
鍛　治 本　田　克　巳 小　田　勝　也
上　岩 三　輪　佳　則 尾　野　守　彦
高朝田 　　占　　　匠 藤　原　孝　成
宮　野 加　門　圭　介 立　岩　和　憲
南小田 山　内　　　肇 日　和　　　隆
上小田 岸　本　　　良 米　田　育　也
大　河 木　下　圭　一 西　川　直　紀
川　上 山　名　陽　介 藤　原　哲　彦
長　谷 大　中　公　一 長　井　　　平
栗　渕 中　野　宏　昭 坂　元　隆　司

　

新
入
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

★
入
団
者
〔
29
名
〕

　

越　

知　

三
原　

光
稀

　

岩　

屋　

奥
野　

哲
吏

　

根
宇
野　

中
島　

章
利

　

粟
賀
町　

小
林　

優
支

　

福　

本　

谷
綛　

智
哉

　
　
　
　
　

山
内　

大
知

　
　
　
　
　

赤
畑　

匠
記

　
　
　
　
　

足
立　
　

翔

　

貝　

野　

多
田　

祐
馬　

 

　

柏　

尾　

豊
島　

和
也　

 

　

東
柏
尾　

小
川　

達
也

　
　
　
　
　

中
野　

勝
啓

　

吉　

冨　

宮
本　

真
幸

　
　
　
　
　

藤
澤　

侑
也

　

杉　
　
　

山
下　

大
樹　

 

　

新　

野　

德
賀　

修
平　

　

寺　

前　
　

岡　

竜
二　

 

　

鍛　

治　

平
岡　

翔
真

　

宮　

野　

上
野　

聖
治

　

南
小
田　

立
石　

健
太

　
　
　
　
　

林　
　

哲
平

　

上
小
田　

岸
本　

孝
広　

 

　

大　

河　

吉
岡　

康
訓

　
　
　
　
　

木
下　

優
介

　

川　

上　

山
名　

淳
平

　
　
　
　
　

山
名　

雅
也

　
　
　
　
　

大
津　

常
満

　

長　

谷　

大
中　

祥
平

　

栗　

渕　

中
野　

諒
平
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職員の人事異動

氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前
太田　俊幸 総務課参事兼財政特命参事 財政課長

玉田　　享 税務課長 教育課参事（給食センター所長）

橋本三千也 会計管理者兼会計課長 教育課参事

佐古　正雄 健康福祉課長兼地域局長 税務課長

村岡　　悟 情報センター所長 建設課参事

谷口　勝則 教育課長兼地域交流センター所
長兼給食センター所長

教育課長兼地域交流
センター所長

浅田　譲二 病院医事課長兼総務課長兼施設課長
兼保健医療福祉連携特命参事

病院医事課長兼総務
課長兼施設課長

澤田　俊一 議会事務局長 地域振興課参事

奥田　瑞光 住民生活課副課長
（北部行政事務組合） 教育課副課長（中央公民館）

岸本　孝司 教育課副課長
（給食センター副所長） 会計課副課長

石堂　浩一 建設課副課長 財政課副課長

吉岡　嘉宏 住民生活課副課長 総務課副課長

児島　修二 総務課課長補佐 財政課課長補佐

児島　浩一 教育課課長補佐
（地域交流センター） 住民生活課課長補佐

坂田　英之 教育課課長補佐 地域振興課課長補佐

平岡　民雄 宮城県山元町へ派遣 住民生活課係長

藤田　晋作 地域振興課係長 教育課係長（地域交流センター）

石橋　啓明 総務課係長 地域振興課係長

氏　　　名 異　　動　　後 異　　動　　前
藤原　友美 教育課係長（中央公民館） 住民生活課係長

松本　一樹 建設課係長 姫路土木事務所　福崎事業所へ派遣

佐谷　正剛 姫路土木事務所　福崎事業所へ派遣 建設課係長

廣納　智彦 教育課係長 教育課主査

柏迫　理砂 住民生活課係長 税務課主査

丸尾　計子 健康福祉課主任保健師 健康福祉課保健師

佐古　　崇 上下水道課係長 上下水道課主査

岩田　瑞樹 会計課主査 地域局主査

辻井　美和 総務課主査 財政課主査

藤原　弘子 地域局主査 総務課主査

林　　浩子 寺前幼稚園総括教諭 寺前幼稚園主任教諭

大杉　一恵 神崎幼稚園総括教諭 粟賀幼稚園主任教諭

日和　久美 神崎幼稚園主任教諭 大山幼稚園主任教諭

立岩　秀代 寺前幼稚園主任教諭 粟賀幼稚園主任教諭

田中　利美 神崎幼稚園教諭 南小田幼稚園教諭

黒田友見子 神崎幼稚園教諭 粟賀幼稚園教諭

立岩　知里 神崎幼稚園教諭 粟賀幼稚園教諭

井上　聡明 神崎幼稚園教諭 大山幼稚園教諭

藤原まゆみ 寺前小学校用務員 大山小学校用務員

岸上ひろみ 神崎小学校用務員 粟賀小学校用務員

氏　　　名 職　　　名
藤原　資広 会計管理者兼会計課長

難波千咲子 教育課参事

山名　實良 議会事務局長

藤原　光生 健康福祉課長兼地域局長

友政　　亘 住民生活課参事（北部行政事務組合派遣）

小林　重喜 総務課参事兼長期総合計画特命参事兼情報センター所長

太田　雅己 情報センター参事

山田　雅宏 健康福祉課課長補佐兼地域局課長補佐

小阪健一郎 給食センター運転員

佐藤美智子 建設課主査

澤田るり子 粟賀幼稚園総括教諭

大中なるみ 寺前幼稚園総括教諭

澤田　正子 粟賀幼稚園主任教諭

新規採用（４月１日付）

人事異動（4 月１日付）

氏　　名 課　　名
黒田　将馬 地域振興課

久長　真幸 税務課

佐想和佳奈 総務課

退　職（３月 31 日付）　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の

た
め
平
岡
民
雄
住
民
生
活
課
係

長
を
宮
城
県
山
元
町
に
平
成
26

年
３
月
ま
で
の
１
年
間
派
遣
し

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
農
地
の
集
積

事
業
等
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

住民生活課係長
平岡　民雄

復
興
事
業
支
援
職
員
派
遣

機構改革を実施
　4 月 1 日付で総務課と財政課を統合し、総務課とする機構改革を行いました。
　これまで以上に情報の共有化を図り、マンパワーを引き出すとともに、引続き財政の健全化を図るため財
政特命参事を配置しています。
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平
成
25
年
７
月
か
ら

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
制
度
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま
す

　

神
河
町
で
は
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
一

環
と
し
て
、
平
成
24
年
７
月
か
ら

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
の
通
院
・
入
院
医
療
費
と
も
、

自
己
負
担
を
無
料
と
す
る
よ
う
助

成
拡
大
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
助
成
対
象
の
所
得
制

限
に
つ
い
て
は
兵
庫
県
の
制
度
通

り
と
し
て
い
た
た
め
、
制
度
改
正

に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
助
成
対
象
と

な
っ
て
い
た
世
帯
で
も
、
所
得
制

限
に
よ
り
助
成
対
象
外
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
単
独
事
業
と
し
て
、

子
育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
を
目

指
し
て
、
平
成
25
年
７
月
か
ら
、

０
歳
～
中
学
３
年
生
ま
で
の
お
子

様
の
助
成
資
格
判
定
の
所
得
制
限

を
撤
廃
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
現
在
「
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
者
証
」
を
交
付
さ
れ
て

い
な
い
お
子
様
の
保
護
者
の

皆
様
へ

　

現
在
、
１
歳
～
中
学
３
年
生
の

お
子
様
で
「
乳
幼
児
等
医
療
費
受

給
者
証
」
を
交
付
さ
れ
て
い
な
い

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
各
ご
家
庭

あ
て
に｢

福
祉
医
療
費
受
給
者
交

付
申
請
書｣

を
５
月
中
旬
に
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め

に
は
、
受
給
資
格
認
定
の
た
め
の

申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
６
月
５

日
（
水
）
ま
で
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
役
場
本
庁
住
民
生
活

課
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
に
よ
り
、
６
月
下
旬
に
受

給
者
証
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

　
※
平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
転
入

の
方
及
び
父
母
の
ど
ち
ら
か
が

町
外
で
課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、

課
税
さ
れ
て
い
る
住
所
地
で
の

平
成
25
年
度
課
税
証
明
書
を
併

せ
て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
さ
れ
な
い
場
合
は
、
受
給

資
格
の
認
定
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
申
請
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
５
月
下
旬
に
な
っ
て
も
申
請
書

の
届
か
な
い
方
は
、
役
場
住
民

生
活
課
福
祉
医
療
係
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎　

３
４
―
０
９
６
２

＜子どもの医療費助成制度＞

実施時期 対　象　者
自己負担額

所　得　制　限通　院 入　院

平成 25 年　
　6 月まで

０歳児～
　中学 3 年生まで 自己負担なし 自己負担なし

０歳児以外は所得制限あり
保護者（両親）または扶養
義務者の町民税所得割税額
の合計額が 23.5 万円未満

平成 25 年　
　7 月から

０歳児～
　中学 3 年生まで 自己負担なし 自己負担なし 所得制限　なし

　

役
場
に
入
庁
す
る
以
前
は
、
金
融
機
関
で
渉

外
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら

学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
て
、
日
々
の
業
務
に
励

ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
振
興
課
で
は
、
町
民
の
皆
様
と
一
丸
と

な
り
神
河
町
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

黒
田　

将
馬
（
地
域
振
興
課
）

　

こ
の
度
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
神
河
町
の
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。

 　

神
河
町
が
抱
え
る
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
問
題
の
解
決
と
と
も
に
、
住
民

の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に
な
る
よ
う

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

久
長　

真
幸
（
税
務
課
）

　

大
学
進
学
を
機
に
神
河
町
を
離
れ
、
改
め
て

自
然
に
囲
ま
れ
た
神
河
町
で
の
暮
ら
し
の
豊
か

さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
神
河
町
職
員
と
し
て
１
日
も
早

く
仕
事
に
慣
れ
、
住
民
の
皆
様
、
町
外
の
皆
様

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

佐
想　

和
佳
奈
（
総
務
課
）
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集
落
別
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

　

５
月
か
ら
第
４
回
目
と
な
る
集

落
別
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
各
区
長
様

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

の
で
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

ふ
る
さ
と
づ
く
り

応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

　

次
の
方
々
か
ら
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
応
援
寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

・
美
し
い
自
然
を
守
り
、
豊
か
な

産
業
を
創
造
す
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
に

加
古
川
市　

赤
松　

暁　

様

・
子
ど
も
た
ち
が
愛
情
に
ま
も
ら

れ
て
育
つ
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

神
戸
市　
　

高
瀬
信
尚　

様

・
他　

匿
名　

２
名

　
　

年
金
出
張
相
談

開
催
の
お
知
ら
せ

　

姫
路
年
金
事
務
所
に
よ
る
年
金

の
出
張
相
談
が
、
神
崎
郡
内
の
方

を
対
象
に
下
記
の
通
り
行
わ
れ
ま

す
。
相
談
は
、
予
約
制
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
事
前
に
開
催
場
所

の
役
場
に
電
話
で
予
約
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

下
記
の
日
程
表
の
と
お
り

相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３

　

時
対
象
者　

郡
内
の
住
民
（
住
所
に

関
係
な
く
、
ど
ち
ら
の
会
場
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
も
可
）

持
参
物　

年
金
手
帳
・
年
金
証
書

等
、
基
礎
年
金
番
号
が
確
認
で

き
る
も
の　

認
印　

本
人
確
認

書
類
（
免
許
証
等
）

※
代
理
の
場
合
は
、
委
任
状
と
委

任
さ
れ
た
方
の
本
人
確
認
の
で

き
る
身
分
証
明
書（
免
許
証
等
）

　
　

５
月
は

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す

「
そ
こ
に
守
り
た
い
命
が
あ
る
」

日
本
赤
十
字
の
活
動
資
金（
社
資
）

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

赤
十
字
は
多
く
の
苦
し
む
人
々

の
笑
顔
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
国

の
内
外
で
人
道
的
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
諸
活
動
は
、
い
か
な

る
場
合
に
お
い
て
も
独
立
性
と
中

立
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
活
動
資
金
は
公
的
資
金

に
よ
ら
ず
、
個
人
及
び
法
人
の
皆

様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
寄
付
金

等
（
社
資
）
に
よ
っ
て
、
ま
た
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
の

奉
仕
に
よ
っ
て
、
災
害
救
護
活
動

や
国
際
活
動
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
運
動
へ
一
層
の
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
活
動
資
金
へ

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課

☎
３
４
―
０
９
６
２

　
　

法ほ
う
て
い
が
い

定
外
公こ
う
き
ょ
う
ぶ
つ

共
物
の
用
途
の
廃

　
　

止
と
買
取
り
手
続
き
に
つ
い
て

　
『
法
定
外
公
共
物
』
と
は
、
道

路
や
河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、

道
路
法
や
河
川
法
等
の
適
用
を
受

け
な
い
道
路
や
水
路
な
ど
の
こ
と

で
す
。
代
表
的
な
も
の
と
し
て
字

限
図
に
赤
い
線
で
表
示
さ
れ
た
里

道
、
青
い
線
で
表
示
さ
れ
た
水
路

が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

 　

里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公

共
物
の
中
に
は
、
法
務
局
の
公
図

等
に
表
示
さ
れ
て
い
て
も
、
現
況

が
宅
地
や
田
畑
の
一
部
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
機
能
が

失
わ
れ
た
部
分
の
用
途
を
廃
止
す

る
申
請
を
行
っ
た
う
え
で
、
そ
の

部
分
の
買
取
り
手
続
き
を
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
公
的
機
能
が
失
わ
れ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

　

法
定
外
公
共
物
は
以
前
、
国
の

財
産
で
し
た
が
、
市
町
に
譲
与
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
申
請
手
続
き
が

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
地
籍
課
に
御
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
手
続
き
に
伴
う
測
量
や

土
地
の
登
記
な
ど
に
要
す
る
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

地
籍
課

☎
３
４
―
０
９
６
５

行
政
情
報

開催日 開催場所 予約受付の電話番号及び担当課
平成 25 年　　
5 月 16 日（木）

福崎町サルビア会館　講義室
（福崎町役場北側）

22 － 0560（内線 374）
福崎町　住民生活課

7 月 18 日（木） 市川町就業改善センター　2 階研修室
（市川町役場南側）

26 － 1010（内線 214）
市川町　住民税務課

9 月 19 日（木） 神河町中央公民館　1 階リハーサル室
（神河町役場敷地内）

34 － 0962（直通）
神河町　住民生活課

11 月 14 日（木） 福崎町サルビア会館　講義室
（福崎町役場北側）

22 － 0560（内線 374）
福崎町　住民生活課

平成 26 年　　
1 月 16 日（木）

市川町就業改善センター　2 階研修室
（市川町役場南側）

26 － 1010（内線 214）
市川町　住民税務課

3 月 20 日（木） 神崎支庁舎研修室 34 － 0962（直通）
神河町　住民生活課

字限図に表示された
里道・水路
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行
政
情
報

　
　

５
月
29
日
（
水
）
は

　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
で
す

当
日
は
、
神
河
町
内
で

　

15
分
以
上
の
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
！

合
言
葉
は
、「
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ
を

マ
ン
ス
リ
ー
か
ら
デ
イ
リ
ー
に
！ 

　

～
毎
日
歩
こ
う
、
楽
し
く
歩
こ
う
、

　
　
　
　
　
　

元
気
に
歩
こ
う
～
」

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は
？

　

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
人

口
規
模
が
ほ
ぼ
同
じ
自
治
体
・
地

域
で
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
の
間
に
15
分
以
上
継
続
し
て
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
住
民
参

加
率
を
競
い
合
う
、
住
民
参
加
型

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
の
対
戦
相
手
は
、

　
　
　
　

岩
手
県
軽
米
町
！

　

岩
手
県
軽
米
町
は
、
今
年
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
８
回
目
の
実
施

と
な
り
、
毎
年
、
多
く
の
方
が
運

動
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
神

河
町
も
軽
米
町
に
負
け
な
い
よ

う
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
日
に
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
対
象

イ
ベ
ン
ト　

　

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１

３
は
、
昨
年
の
５
月
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事

業
の
対
象
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に
参
加

し
て
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
自
分
自
身
の
健

康
を
み
つ
め
直
し
、運
動
・
ス
ポ
ー

ツ
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
づ
く
り

に
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、
ロ
ー

プ
ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会
の
開
催
！

　

５
月
29
日
の
メ
イ
ン
事
業
と
し

て
、
映
画
「
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
」

大
河
ド
ラ
マ
「
平
清
盛
」
の
ロ
ケ

地
と
な
っ
た
峰
山
高
原
か
ら
砥
峰

高
原
へ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
午
後
６
時
か
ら

神
崎
体
育
セ
ン
タ
ー
で
ロ
ー
プ

ジ
ャ
ン
プ
Ｘ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
応
募
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
！

　

５
月
29
日
に
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
放
送
で

ラ
ジ
オ
体
操
を
放
送
し
ま
す
。
そ

の
放
送
に
合
わ
せ
て
、
家
の
中
な

ど
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
運
動
に

参
加
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

☎
３
４
―
０
２
１
２

　
　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農

　
　

家
用
住
宅
等
に
転
用
計
画
の

あ
る
方
に

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
（
ほ
場

整
備
済
の
土
地
）
に
建
物
を
建
て

る
た
め
に
は
、
転
用
申
請
を
す
る

ま
で
に
、
ま
ず
農
業
振
興
地
域
か

ら
除
外
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
来
、
ほ
場
整
備
済
の
田
、
畑

な
ど
は
、
農
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
土
地
に
農
家
用
住
宅
、
倉
庫

を
立
て
る
計
画
の
あ
る
方
は
、
必

ず
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請

手
続
き
を
行
っ
た
後
に
転
用
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

除
外
申
請
は
、
５
月
15
日
、
11

月
15
日
ま
で
の
年
２
回
の
受
付
で
、

許
可
が
出
る
ま
で
に
６
ヵ
月
間
を

要
し
ま
す
。
申
請
書
は
、
地
域
振

興
課
に
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
振
興
課
ま
た

は
地
元
農
業
委
員
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

地
域
振
興
課　

農
林
業
係

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

農
薬
飛
散
に
よ
る

被
害
の
発
生
を
防
ご
う

　

学
校
・
病
院
・
公
園
等
の
公
共

施
設
、
住
宅
地
に
近
接
す
る
森
林
、

及
び
住
宅
地
に
隣
接
し
た
農
地
の

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
飛

散
を
原
因
と
す
る
人
へ
の
健
康
被

害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
で
き
る
だ

け
農
薬
を
使
用
し
な
い
管
理
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
で
も
、
農
薬
の
飛
散

防
止
に
努
め
る
な
ど
、
十
分
な
配

慮
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
特
に
注
意
す
べ
き
こ
と
】

①
病
害
虫
の
発
生
を
確
認
せ
ず
定

　

期
的
に
農
薬
を
散
布
す
る
の
は
、

　

や
め
ま
し
ょ
う
。

②
病
害
虫
に
強
い
作
物
や
樹
木
を

　

選
び
ま
し
ょ
う
。

③
農
薬
以
外
の
物
理
的
防
除
を
優

　

先
し
ま
し
ょ
う
。

④
飛
散
し
な
い
農
薬
を
選
び
、
飛

　

散
防
止
に
配
慮
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
農
薬
は
、
ラ
ベ
ル
に
記
載
さ
れ

　

た
内
容
に
従
っ
て
使
用
し
ま
し

　

ょ
う
。

⑥
事
前
に
周
囲
の
方
へ
散
布
す
る

　

こ
と
の
周
知
を
行
な
い
ま
し
ょ

　

う
。

問
い
合
わ
せ　

　

地
域
振
興
課　

農
林
業
係

　

☎
３
４
―
０
９
６
０

　
　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受

　
　

給
者
証
更
新
申
請
手
続
き
の

ご
案
内

　

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
お

ら
れ
る
方
で
、
平
成
25
年
８
月
１

日
以
降
も
引
き
続
き
交
付
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
申
請
手
続
き
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

更
新
対
象
者
の
方
に
は
、
更
新

申
請
書
等
を
郵
送
す
る
予
定
で
す

が
、
５
月
上
旬
頃
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
、
左
記
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
　

８
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き

医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
、
８
月
１
日
時
点
で
満

20
歳
未
満
の
方
（
一
定
の
医
学

的
基
準
を
満
た
す
方
が
引
き
続

き
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。）

申
請
受
付
期
間

　
　
　

５
月
１
日
（
水
）
～
６
月



平成 25 年 5 月 1 日 16 

28
日
（
金
）　

※
土
・
日
・
祝

日
は
除
き
ま
す
。

申
請
お
問
い
合
わ
せ

　

神
崎
郡
福
崎
町
西
田
原
２
３
５

　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

（
福
崎
保
健
所
）
地
域
保
健
課

☎
２
２
―
１
２
３
４

　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の

減
免
に
つ
い
て

　

生
活
保
護
を
受
け
て
お
ら
れ
る

方
、
ま
た
は
、
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
、
左
記
の
条
件
に
該

当
さ
れ
る
方
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料

の
全
額
ま
た
は
半
額
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。

全
額
免
除
の
対
象
者

・
生
活
保
護
世
帯
の
方

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

　

所
持
す
る
家
族
が
お
り
、
か
つ

　

世
帯
全
員
が
町
民
税
非
課
税
の

　

場
合

半
額
免
除
の
対
象
者

・
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
が
世
帯
主

　

か
つ
契
約
者
で
あ
る
場
合

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

　

た
は
療
育
手
帳
Ａ
判
定
ま
た
は

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　

級
を
お
持
ち
の
方
が
世
帯
主
か

　

つ
契
約
者
で
あ
る
場
合

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　

☎
３
２
―
２
４
２
１

　
　

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

　
　

か
ら
の
お
願
い

　

暴
力
や
体
罰
で
傷
や
痛
み
を
与

え
る
行
為
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
、

精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
、
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ

な
い
行
為
、
年
金
・
賃
金
を
渡
さ

な
い
行
為
等
は
虐
待
と
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
健
康
福
祉
課
内
に
「
障

害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
障
害
者
へ
の
虐

待
に
気
づ
か
れ
た
方
は
、
速
や
か

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

　

☎
３
２
―
２
４
２
１

fax
３
１
―
２
８
０
０

（
休
日
夜
間
宿
日
直
員
対
応
）

　
　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

　
　

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
測
定
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

ご
み
燃
料
化
施
設
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施

設
）
の
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
等
の
測
定
値
は
、
下
表
の
と

お
り
で
基
準
値
以
下
で
し
た
。（
環

境
監
視
委
員
会
で
報
告
済
）

　

ま
た
、
騒
音
、
振
動
、
悪
臭
、

周
辺
大
気
、
水
質
の
測
定
結
果
に

つ
き
ま
し
て
も
基
準
以
下
で
し
た
。

固
形
燃
料
を
作
る
た
め
に
分
別
の

徹
底
の
お
願
い

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
燃
え
る
ご
み
を
固
形
燃
料

に
リ
サ
イ
ク
ル
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
固
形
燃
料
の
中
に

塩
ビ
類
が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
ご
み

の
出
し
方
」
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
を
必
ず
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

塩
ビ
類
に
つ
い
て
は
町
指
定
の

ご
み
袋
（
赤
い
袋
）
に
入
れ
て
塩

ビ
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
主

な
塩
ビ
類
と
は
左
記
の
製
品
で
す
。

　

食
品
包
装
ラ
ッ
プ
フ
イ
ル
ム

　

ゴ
ム
ホ
ー
ス

　

ビ
ニ
ー
ル
浮
き
袋

　

塩
素
入
り
洗
浄
容
器

　

透
明
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス

　

ビ
ニ
ー
ル
製
縄
跳
び
（
玩
具
）

　

ゴ
ム
長
靴

　

チ
ー
ズ
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
包
装

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

　

ゴ
ム
手
袋

　

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

　

カ
ッ
パ

　

農
業
用
シ
ー
ト
等

※
４
月
号
の
記
事
の
訂
正

　

広
報
か
み
か
わ
４
月
号
の
９

ペ
ー
ジ
の
「「
塩
ビ
ご
み
」
の
分

別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

の
記
事
で
、
挿
絵
の
中
で
塩
ビ
ご

み
と
し
て
「
カ
セ
ッ
ト
ケ
ー
ス
・

ビ
デ
オ
ケ
ー
ス
」
を
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
可
燃
ご
み
の
誤
り
で

し
た
。
ま
た
、「
傘
」
は
金
属
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
訂
正
し

て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

　

中
播
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
３
２
―
２
８
８
８

行
政
情
報

　
　

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　

５
月
31
日
（
金
）
で
す

　

納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
農
協

な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
（
原
則
と
し
て
近
畿

２
府
４
県
内
）、
兵
庫
県
指
定
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
全
国

の
店
舗
）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
お
忘
れ

な
く
！

○
障
害
の
あ
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方

（
等
級
や
使
用
状
況
に
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。）
に
対
す
る
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

使
用
目
的
の
限
定
を
廃
止
し
ま

し
た
。
も
っ
ぱ
ら
障
害
者
の
移
動

の
た
め
に
使
用
す
る
自
動
車
が
対

象
と
な
り
ま
す
（
減
免
額
に
は
一

定
の
上
限
及
び
減
免
割
合
が
あ
り

ま
す
）。ま
た
、減
免
申
請
期
限（
納

期
限
）
後
に
申
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
月
割
に
て
減
免
を
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

県
税
事
務
所

項目 単位
測定値

基準値等 評価Ｈ 24.1.19
測定

Ｈ 25.1.19
測定

ば い じ ん 濃 度 g/㎥ N 0.014 0.004 0.15 ○
硫黄酸化物濃度 PPM 1 〈　1 1,300 ○
窒素酸化物濃度 PPM 46 19 230 ○
塩 化 水 素 濃 度 Mg/㎥ N 5 0.7 700 ○
ダイオキシン類 Ng-TEQ/㎥ N 0.0003 0.0009 0.1 ○

【ＲＤＦ施設排ガスの測定値】



かみかわ　No.9017 

行
政
情
報

会
員
加
入
で

支
援
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

神
河
町
観
光
協
会
で
は
、
町
の

活
性
化
及
び
観
光
振
興
に
取
り
組

み
、
観
光
協
会
の
会
員
に
加
入
し
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

加
入
の
年
会
費
は
、

　

個
人
会
員
は
、
２
，
０
０
０
円

　

団
体
会
員
は
、
５
，
０
０
０
円

　

法
人
会
員
は
、
５
，
０
０
０
円

（
資
本
金
１
，
０
０
０
万
円
未
満
）

　
　
　
　
　
　

１
０
，
０
０
０
円

（
資
本
金
１
，
０
０
０
万
円
以
上
）

　

現
在
の
会
員
数
は
１
６
１
名
で

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
趣
旨
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

カ ー ミ ン の
観光案内所だより

開館時間：午前 9：00 ～午後 5：00
水 曜 日 定 休 日・ 電 話 34 － 1001

神河町観光協会

カ
ー
ミ
ン
の
大
好
物

「
ゆ
ず
サ
イ
ダ
ー
」
新
発
売

味　

地
元
の
香
り
高
い
ゆ
ず
果
汁

も
入
っ
た
す
っ
き
り
味
の
美
味
し

い
サ
イ
ダ
ー
で
す
。

値
段　

￥
２
５
０
（
３
４
０
ml
）

（
ラ
ベ
ル
）

ひ
ょ
う
た
ん
と
遊
び
ま
せ
ん
か

　

寺
前
県
民
交
流
広
場
事
業

〜
ひ
ょ
う
た
ん
ク
ラ
ブ
〜

　

こ
の
度
、
カ
ー
ミ
ン
日
曜
市
に

お
い
て
千
成
瓢
箪
の
ポ
ッ
ト
苗
を

無
料
で
配
布
し
ま
す
。
先
着
50
名

様
（
一
人
２
ポ
ッ
ト
以
内
）
に
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
、

日
曜
市
に
参
加
し
て
お
持
ち
帰
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
50
名
様
に
は

無
料
で
「
ひ
ょ
う
た
ん
の
栽
培
と

加
工
―
初
心
者
向
け
マ
ニ
ュ
ア
ル

―
」
教
本
を
差
し
上
げ
ま
す
。

と　

き　

５
月
12
日
（
日
）

９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

　

カ
ー
ミ
ン
の
観
光
案
内　

所
前

問
い
合
わ
せ

　

ひ
ょ
う
た
ん
ク
ラ
ブ
代
表

　
　

大
中
政
實
（
神
河
町
上
岩
）

☎
３
４
―
０
１
９
８

　
　

口
座
振
替
推
進

　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

口
座
振
替
納
税
は
、
一
度
申
し

込
み
い
た
だ
け
れ
ば
、
あ
な
た
の

指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
、
納
期
限
の
日
に
自
動
的
に
引

き
落
と
し
て
納
税
で
き
る
安
全
・

便
利
な
制
度
で
す
。

　

納
税
に
出
向
く
必
要
も
な
く
、

納
め
忘
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

事
務
の
効
率
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
利
点
の
多
い

口
座
振
替
を
神
河
町
で
は
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
規
に
口
座
振
替

の
手
続
き
を
さ
れ
た
方
に
、
抽
選

で
す
て
き
な
記
念
品
が
当
た
る

「
口
座
振
替
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要
】

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　

　

４
月
15
日
～
10
月
31
日

　
　
　
　
（
こ
の
期
間
の
受
付
分
）

◆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
対
象
者　

　
　

期
間
中
に
口
座
振
替
新
規
手

続
を
さ
れ
た
方
（
滞
納
の
あ
る

方
は
除
き
ま
す
。）

◆
記 

念 

品

　
　

神
河
町
特
産
品
（
１
０
０
名

様
）
…
当
選
発
表
は
記
念
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◆
対
象
科
目

　
　

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
◆
ご
利
用
可
能
な
金
融
機
関　
　

　

兵
庫
西
農
協
、
但
陽
信
用
金

庫
、
但
馬
銀
行
、
み
な
と
銀
行
、

三
井
住
友
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
◆
口
座
振
替
の
手
続
方
法

①
手
続
の
で
き
る
場
所

・
神
河
町
内
の
金
融
機
関
（
兵
庫

西
農
協
各
支
店
、
但
陽
信
用
金

庫
各
支
店
、
但
馬
銀
行
神
崎
支

店
、
各
郵
便
局
）
及
び
神
河
町

役
場
本
庁
税
務
課
。

②
手
続
に
必
要
な
も
の

・
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
預
金

通
帳
及
び
そ
の
口
座
の
お
届
け

印
。

※
納
税
義
務
者
と
口
座
名
義
人
が

異
な
っ
て
い
て
も
振
り
替
え
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
納
税
通
知
書
等
の
通

知
書
類
は
納
税
義
務
者
に
し
か

届
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

３
４
―
０
９
６
１
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神河町行政相談委員 が 交代されました

ま ち の

話
題

◇

◇

地域の話題、イベントがありましたら総務課（☎ 34 － 0001）まで
お知らせください。

◇ ◇
　平成 23 年１月から青年海外協力隊員として南
太平洋にあるサモア独立国に赴任されていた三木
大輔さんが２年間の任務を終え、４月４日、帰国
報告のため神河町役場を表敬訪問されました。
　サモアの職業訓練センターで自動車整備の指導
を行われていた三木さんは、設備の整わない環境
で苦労したことや、現地の人々の温かさに助けら
れたことなど、２年間の活動を振り返り山名町長
に報告されました。そして、町長から「青年海外
協力隊員として現地で経験したことやサモアの様
子などを町内の子どもたちに伝えていただけれ
ば。」と声をかけられると、「ぜひ機会があれば伝
えていきたい。」と明るい笑顔で応じておられま
した。

中村区　全国水土里ネット会長賞受賞◇ ◇
　平成 25 年 3 月 26 日中村区が、平成 24 年度農業農村整備
優良地区コンクールにおいて全国水土里ネット会長賞を受
賞されました。
　この賞は、地域独自の取り組みや環境への配慮など、農村
の振興を図り、活力と個性ある地域づくりを進めている地区
及び団体について、広くその成果を普及させることを目的と
して表彰します。
　中村区は、昭和 60 年完成の「県営ほ場整備事業」、平成
11 年完成の「中山間地域総合整備事業トゥゲザー奥播磨」
で整備された水路を活用した「ほたるが舞うむらづくり」、「心のふれあう次世代につなぐ村づくり」
の取り組みを発表しました。その結果、地域ぐるみで取り組んでいる、「環境整備」、「ほたるの保護
育成を通した水路の活用」、「ほたる祭り」、「生物調査」、「農村ボランティアふるさとむら中村」など
の活動が認められ今回受賞しました。

　３月 20 日に岩手県民会館で行われた全日
本アンサンブルコンテストに関西支部代表と
して琴丘高校吹奏楽部が出場し、栄えある金
賞に輝きました。
　川越莉奈さんは琴丘高校の一員としてコン
トラアルトクラリネットを演奏され、「緊張
しましたが、楽しく演奏ができました」と振
り返られました。
　今後も更なる活躍を期待しています。この
度の受賞、本当におめでとうございます。

川越莉奈さん（山田在住）（琴丘高校１年吹奏楽部）
第 36 回全日本アンサンブルコンテストで金賞受賞！！◇ ◇

ＪＩＣＡ青年海外協力隊
三木大輔さん（長谷在住） サモアから帰国
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「桜華園　さくらまつりが開催されました」◇ ◇
　４月 13 日・14 日の２日間、かんざき桜の
山　桜華園においてさくらまつりが開催され
ました。満開の桜の下、13 日のステージで
は神崎保育園園児による鍵盤ハーモニカ奏、
太鼓キッズ「鼓虎」による演奏、14 日には琴・
歌・オペラなどのステージイベントで会場は
にぎわい、両日あわせて 2,300 人の来園者が
ありました。

第６回ひょうご観光ボランティアガイド発表会
大河内高原観光ガイドの赤松正道さん（栗在住）

「魅力あるツーリズム賞」を受賞◇ ◇
　ひょうごツーリズム協会が主催する「第６回ひょうご観光ボランティアガイド発表会」が、２月
28 日に兵庫県民会館で開かれました。この発表会は、観光ボランティアガイドの相互交流と活動ノ
ウハウの向上を図るため毎年開催されており、会場の参加者約 100 人を観光客に見立て、案内場所の
写真などをスクリーンに映し出し本番さながらに発表するもので、県内から９グループの代表がお薦
めコースのガイドを実演し腕前を競い合い、審査の結果、赤松正道氏が「魅力あるツーリズム賞」を
受賞されました。

　神河町観光協会には、粟賀荘と福本藩、徹心寺、
銀の馬車道交流館、法楽寺をガイドする「歴史観
光ガイド」、新野の爽やかな田園風景と水車や正法
寺、熊野神社、上月平左衛門の墓碑をガイドする「新
野水車の会」、ススキの砥峰高原、展望の峰山高原、
高原の湖太田池など絶景の自然めぐりをガイドす
る「大河内高原観光ガイド」の３グループ約 20 名
のガイドさんが魅力ある神河町のガイド案内に大
活躍していただいております。
　ご参加頂ける方を募集しております。観光協会

（電話：34 － 1001）までご連絡をお願します。

ニュースポーツを体験しました！◇ ◇
　４月 21 日（日）、新しくなった神崎小学校
で、ニュースポーツ体験教室を開催しました。
　各区において、体育事業や各種団体の行事
でニュースポーツを利用して、区民のみなさ
んの健康増進、また交流を図ってもらおうと
区の役員さんに呼び掛け、約 80 名が参加さ
れました。
　スポーツ推進委員の指導で、体育施設に配
備している道具を使って、年齢を問わず誰で
も気軽に参加できるスポーツを皆さん楽しく
体験されました。
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ケアステーションかんざき　だより
☎ 32－ 1910

　5 月 の 保 健 行 事

　穏やかな気候となり、朝夕ウォーキングを楽
しまれている方を見かけるようになりました。
ウォーキングは、健康のためにとてもいい運動で
す。しかし一方では、単調なウォーキングだけで
は、筋力がつきにくいことが分かっています。
　そこで今回は、効果的なウォーキングの方法と
して、『インターバル速歩』をご紹介します。私
たちの身体は、順応する力が強く、同じ運動を続
けていると身体が慣れ、思った以上の効果が得に
くくなります。この運動は、ウォーキングに緩急
のメリハリつけることで、今まで使っていなかっ
た筋肉にも働きかけ、脚力を鍛えることができま
す。その上、血圧や体脂肪率の改善などについて
も通常のウォーキング以上の効果があると言われ
ています。
　具体的な方法は、ウォーミングアップ後、ハァ
ハァと息があがるように、『サッサカ歩き』（胸を
張り、腕をしっかりと振りながら、できるだけ歩
幅を大きく）を 3 分間、無理な場合は 2 分間行い

実施日 行　事　名 対　象　者 受付時間 場所
10 日
（金）

すくすく相談	
（乳幼児相談）

H24.4 月・9 月
　生まれ及び希望者

13：30　 
 ～ 14：30

神
崎
支
庁
舎

22 日
（水）

1 歳６か月児
健 診

H23.9 ～
　H23.11 月生まれ

13：00　 
 ～ 13：30

28 日
（火）

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

H25.1.27 ～
 Ｈ 25.3.28 日生まれ

13：30　 
 ～ 13：40

7 日
（火）

健 康 福 祉	
なんでも相談 一般住民（希望者） 9：00　 

 ～ 11：30

13 日
（月） 栄 養 相 談 一般住民（希望者） 9：00　 

 ～ 11：30

【予防接種の案内】　＊対象者には個別に通知します。
＊四種混合（DTP）、麻しん風しん混合（ＭＲ）は、指定の期
　間内に接種を受けましょう。

ウォーキングにメリハリを！
「インターバル速歩」

　Ｈ 22 年～ 24 年、の 3 年間連続で高血
圧性疾患 1 人当たりの診療費が県下で一
番多い状態が続いています。その他、糖
尿病・脳血管疾患の診療費も県平均より
高い状態です。もう一度家庭の食生活を
見直してみましょう。

減塩にチャレンジ（高血圧予防は減塩から）

1 日塩分量：男性 9 ｇ　女性 7.5 ｇ未満
血圧が高めの方は 6g 未満にしましょう。

みんなの食卓　調味料は置かない
～塩分控えめ～

塩分の多い漬物や汁ものは、食べる回数
と量を減らしましょう。

ます。その後、呼吸を整えながら『ブラブラ歩き』
を 3 分間続けます。これを交互に繰り返すという
運動です。
　１日の『サッサカ歩き』の合計が 15 分以上と
なるように、週 4 回程度、無理のないように進め
ていきましょう。
　また、この運動の効果を最大限引き出すために
大切なのが、正しいフォームで歩くことです。家
族の方やお友だちとチェックしあいながら行うの
もいいですね。
　単調になりがち
なウォーキングに
メリハリをつけ、
気持ちもリフレッ
シュしながら健康
な身体を手に入れ
てみませんか。

献血のお知らせ

県下ワースト 1位
（国保医療費 5 月診療分）

保
健
・
福
祉

 

 

 

 

 

 

これでいいの
でしょうか？

医療が進んだ現代でも血液をつくることはできません。血液が不足しています。
お一人でも多くの皆様からの献血へのご協力をお願いします。

と　き　５月１７日（金）
ところ　役場神崎支庁舎　（10：00 ～ 11：30）
　　　　役場本庁舎　　　（13：30 ～ 16：00）

【４００ｍｌ献血対象年齢】17 ～ 69 歳（男性）、18 ～ 69 歳（女性）
※ 65 歳以上の方は、60 ～ 64 歳の間に献血経験がある場合に限ります。     
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Ａ｛

公立神崎総合病院に聞いてみよう？

　　　　医療に関するあなたの疑問にお答えします

「乳がん」について教えてください。

乳腺から発生する乳房の癌で、唯一、自己検診ができ、早期に発見治療すれば治る可能性がある癌です。
　　現在、国民２人に１人が癌になり、３人に１人が癌で死亡します。年間、約 30 万人以上の人が

癌でなくなっています。このような時代に生きていながら癌を自分のこととして考えている人は、
まだまだ少ないとういうのが現状です。

　　乳がんは、30 ～ 50 代の女性の死因第１位で、年間罹患患者数は約５万人、そのうち死亡患者数
は約１万２千人です。生涯に乳がんにかかる人は、16 人に１人で、最もリスクが高いのは 50 代の
女性です。このように、乳がんは国民病の一つになりつつあることを認識する必要があります。

　　また、乳がんの発生原因として一般的には、遺伝、女性ホルモン、肥満、運動不足、食生活の変
化、糖尿病、喫煙、飲酒などが影響しています。

「乳がん」の検査方法を教えてください。

視触診、超音波検査、マンモグラフィー検査があります。

　　乳がんは「しこり」で発見される場合と、石灰化（カルシウムの沈着）で分かる場合があります。
毎月１回、触れたり観察して変化がないか自己検診をしてみましょう。

　　病院で行う検査の特徴としては、①：視触診では皮膚の変化や乳腺の一番端の部位にあるしこり
の発見ができます。しかし、大きい乳房の方は触診では「しこり」は分かりません。②；超音波検
査は視触診で発見できないしこりの診断に重要です。③：マンモグラフィー検査では石灰化した早
期の癌を発見できます。このように、３つの検査を組み合わせて総合的に判断します。

　　乳がんは早期に発見治療すれば、約 90％以上は治る可能性があるといわれています。少しでも
自分で気になることがあれば、病院でご相談ください。

副院長　髙田　孝好

公立神崎総合病院のコーナー

Q

A

皆様からの質問を次の方法により受付けています。
１．公立神崎総合病院内投書箱（１階ロビーに設置）に投書
２．電子メールで送付（goiken1@kanzaki-hp.jp）
３．郵送（〒679 － 2493　粟賀町 385 番地　公立神崎総合病院　総務課宛）

Q

A

①　もやしはひげをとる。
②　にんじんはせん切りする。
③　しめじは石づきを取り、はずす。
④　①②③をゆでる。
⑤　ほうれん草もゆでて、水につけてあくぬきし、２～３cm幅に切る。
⑥　Ａとごまを合わせ、④⑤を和える。

（男性の料理教室レシピより）

・もやし	 50g
・ほうれん草	 25g
・にんじん	 10g
・しめじ	 15g
・白すりごま	 大さじ１
　　だし汁	 大さじ１
　　しょうゆ（薄口）	小さじ１
　　みりん	 小さじ１／２

～まずは野菜のおかずから、食後高血糖予防に！～

（副菜）もやしの干種あえ（2 人分）

男性の料理教室　会員募集中！（昼間の教室）
　いずみ会では、年６回程度、男性の会員ばかりで料理を楽しんで
います。料理の基本が知りたい初心者の方・１人暮らしで調理に困っ
ておられる方・食べる事が好きで楽しみを持ちたい方など、ご一緒
においしい時間を過ごしてみませんか。
　初回は、5 月 14 日（火）大河内保健福祉センターです。　

申込み・問い合わせは、神崎支庁舎内健康福祉課
（☎３２－２４２１）まで、お待ちしています。

（1人分の栄養価）
エネルギー　	 44kcal
たんぱく質　	 2.1g 
塩　分　　　　　 	0.4g

Ａ｛

保
健
・
福
祉
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5月
ロビー展

中央公民館
木工作品展（山口十四満氏出展）
「河原なでしこ」野草活け花展

神崎公民館

第 13 回かみかわフォトコンテスト作品展

公 民 館 だ よ り 中央公民館　☎３４ー１４５０
神崎公民館　☎３２ー１６８１

ありがとうございました！
神河町婦人会（日赤奉仕団）より図書費の寄贈

高齢者大学　あやめ学級・あじさい学級　合同開講式・教養講座  会場：中央公民館グリンデルホール

月　　日 時　　間 内　　　　　　　容

5 月 16 日㈭
10：30 ～ 11：00 高齢者大学開講式

11：10 ～ 12：30 教養講座①「平成 25 年度の町政展望」　山名　宗悟 町長

趣味講座　あやめ学級 5 月 16 日㈭ 13：30 ～ 15：30（中公）　あじさい学級 5 月 23 日㈭ 13：00 ～ 15：00（神公）

公 民 館 教 室 　　会場：中央公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

英会話教室
（初級） 5 月 16 日㈭　① 19：30 ～

　　開級式

パソコン教室
（初級） 5 月 25 日㈯　① 10：00 ～

　　開級式

公 民 館 教 室 　　会場：神崎公民館

教　室　名 月　　　日 時　間

古文書教室（初級） 5 月 24 日㈮　① 10：00 ～
　　開級式

成人ゼミナール① 　会場：神崎公民館

5 月 18 日㈯
13：30 ～
　　15：00
　（開講式）

「金子みすずの世界」
人権擁護委員協議会参与
　　　　　　吉田　八郎 先生

　成人ゼミナール参加者募集中
　第 3 土曜日（原則）13：30 ～ 15：00 まで
　中央公民館と神崎公民館で交互に開催 
　講座：館外研修を含め 10 回

　公民館教室（成人向け）参加者募集中
（受講料は無料　但し　教材費は各自負担）

教　室　名 場　所 月　　　　　日 時　間 指　導　者
英会話（初級）中央公民館 第１・第３木曜日（原則）　年間 16 回 19：30 ～ 21：00 マーシャル・レベッカ先生

門野智恵子　先生
パソコン教室

（初級） 中央公民館 パソコン教室は定員に達したため、受付を締め切りました。 大源純子　先生
古文書（初級）神崎公民館 第１・第３金曜日（原則）　年間 16 回 10：00 ～ 12：00 生田良昭　先生

　公民館事業の紹介（写真は H24 年度分）

　神河町婦人会（日赤奉仕団）より、中央公民館
と神崎公民館に図書費を寄贈していただきまし
た。ありがとうございました。いただいた図書費
で、「ロスト・ケア」葉真中顕「秘密結社にご注
意を」新藤卓広「ハンサムウーマン新島八重」鈴
木由紀子「稀代の軍師　黒田官兵衛」播磨学研究
所編等、中央公民館 23 冊。「また次の春へ」重松
清「夢を売る男」百田尚樹「ガッツン！」伊集院
静「置かれた場所で咲きなさい」渡辺和子等、神
崎公民館 22 冊の図書を購入させていただきまし
た。どうぞご利用ください。

古文書教室（初級） パソコン教室（初級）英会話教室（初級）

子ども茶道教室楽しいお菓子づくり教室
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【神崎公民館】
おもかげ橋	 葉室　　麟
桜ほうさら	 宮部みゆき
蜂蜜秘密	 小路　幸也
パン屋を襲う	 村上　春樹
いちばん長い夜に	 乃南　アサ
岳飛伝　四　日暈の章	 北方　謙三
ローカル線で行こう！	 真保　裕一
沈黙の町で	 奥田　英朗

他 15 冊

新着図書のご案内
【中央公民館】
ガソリン生活	 伊坂幸太郎
おたすけこびととハムスター	 なかがわちひろ
「童石（わらしいし）」をめぐる奇妙な物語
	 深津　十一
ちょうちんそで	 江國　香織
気になる科学―調べて、悩んで、考える
	 元村有希子
山あり愛あり	 佐川　光晴
川崎尚之助と八重　一途に生きた男の生涯
	 　　　あさくらゆう
沈黙のひと	 小池真理子

他 12 冊

俳
句
サ
ロ
ン　

「
夢　

句　

会
」　

子
等
騒
ぐ
春
ま
だ
浅
き
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近
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正
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教
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文　芸　欄

　　　　　　　大学生の望月良夫は愛車のデミオ運転
中に、偶然会った女優の翠を目的地へ送り届けること
に。だが翌日、翠は事故死する。本当に事故だったの
か？　良夫とその弟で大人びた小学５年生の亨は、翠
を追いかけ回していた芸能記者・玉田と知り合い、事
件に首を突っ込み始める。姉、母まで望月一家が巻き
込まれて、謎は広がるばかり・・・。朝日新聞夕刊の
人気連載が待望の単行本化。物語の語り手はなんと本
邦初！？の「車」。町を走る様々な車たちの楽しいお
しゃべりが全編にさんざめく、前代未聞のユーモアミ
ステリーにして、のんきな長男・大人びた弟・・・と
個性的なキャラが揃った家族の暖かいエピソードに溢
れた、チャーミングで愛すべき長編家族小説！	

　剣は一流だが、道場には閑古鳥が鳴く草波
弥市。武士の身分を捨て、商家に婿入りした
小池喜平次。二人は、彼らを裏切り国許から
追放した勘定奉行の娘で初恋の女・萩乃と、
十六年ぶりに江戸で再会し、用心棒を引き受
ける。一方、国許では、かつて化け物と恐れ
られた男が藩政に返り咲き、藩を二分する政
争の余波が、二人にも及ぼうとしていた―。

おもかげ橋
　　　著　者　葉室　麟　　
　　　発行所　幻冬舎

ガソリン生活
　　　　著　者　伊坂幸太郎
　　　　発行所　朝日新聞出版

おすすめ図書 （中央公民館） （神崎公民館）
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問い合わせ　おひさまルーム　☎ 34 － 0315　
利用時間：10 時～ 16 時（土・日・祝日は休み）

子育
て学習センター

場　所 日（曜日） 持ち物

きらきら館 22 日（水）
お茶
汗拭きタオル
バスタオル（ねんね）

【グループ活動】　時間　10：00 ～ 11：30

あんよコース　10：00 ～ 10：55
ねんねコース　11：05 ～ 12：00

【すくすく赤ちゃん体操】

場　所 日（曜日） 持ち物

神崎体育

センター

A 10 日
（金）

体育館シューズ
（親子）　

お茶
汗拭きタオルＢ 24 日

（金）

【親子ハッピー体操】

2 歳児　10：00 ～ 10：55
3 歳児　11：05 ～ 12：00

おひさま

対　象 内　　　　　容 日（曜日） 場　所

0 歳児 お母さんと赤ちゃんの
　　友だちつくり

15 日（水）
きらきら館

29 日（水）

１
歳
児

A
元気にあそぼう 7 日（火）

きらきら館
外であそぼう 21 日（火）

B
外であそぼう 14 日（火）

元気にあそぼう 28 日（火）

２
歳
児

A
親子であそぼう 16 日（木）きらきら館

ふれあいあそび 30 日（木）神崎支庁舎

B
親子であそぼう 17 日（金）きらきら館

一緒にあそぼう 31 日（金）大河内保健福祉センター

3 歳児
みんなであそぼう 9 日（木）大河内保健福祉センター

散歩に行こう！ 23 日（木）きらきら館

自由参加
おひさま広場 8 日（水）神崎支庁舎

おひさまタイム 6 月 5 日（水）大河内保健福祉センター

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

～おひさまタイム～

と　き　6 月 5 日（水）　10：00 ～ 11：30
ところ　大河内保健福祉センター
対　象　子育て中の保護者と子ども。グループ活
　　　　動に入られていない方も参加できます。
　　　　（おじいちゃん・おばあちゃんもお孫さ
　　　　んと一緒にどうぞ）
内　容　わらべ歌・手あそび・絵本の読み聞かせ
　　　　など、親子あそびをします。お茶を持っ
　　　　てきてね。

～おひさま・きらきら館　応援団募集～

・「おひさま」の活動や「きらきら館」の行事に
　関心のある人
・子どもと遊ぶのが好きな人
・自分の子どもは大きくなったから、小さな子ど
　ものお世話をしたいなという人

　あなたの持っている力をお貸しいただけませんか。
　どしどしご応募ください。

　
「
子
育
て
支
援
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
お
ひ
さ
ま
に
は
ハ
ン

ド
パ
ペ
ッ
ト
人
形
や
保
育
用
品
、

き
ら
き
ら
館
に
は
パ
ン
ダ
ド
ミ
ノ
、

絵
本
、
布
製
抱
き
人
形
や
ぬ
い
ぐ

る
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※グループ活動は途中入会もできます。

　　神河町婦人会から寄贈していただきました
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子育
て学習センターサークル紹介（神崎公民館）

琴　音　会

問い合わせ　きらきら館☎32－2410

　私達のサークルは、現在会員 13 名で大正琴の練
習に励んでいます。
　活動は、毎月第２・第４土曜日の午後 1 時 30 分
に神崎公民館に集い練習しています。
　大正琴の美しい音色に魅了されて集まった仲間同
士で、童謡や流行歌などなつかしのメロディーを弾
きながらお互いの親睦を図っています。
　ミニディへの参加や施設への慰問を年に４回程度
実施し、訪問先の方々との交流を図っています。ま
た神河町ふるさと文化祭にも出演し、日頃の練習成
果を披露しています。
　大正琴の美しい音色に触れて、優しく温かい気持
ちを持ちたいと思われる方は、ぜひ私たちのサーク
ルにご参加ください。心からお待ちしております。

　　活動日　　毎月第 2・第 4 土曜日
　　時　間　　午後 1 時 30 分から 2 時間程度
　　場　所　　神崎公民館　２階　視聴覚室
　　指導者　　佐谷多美子　☎ 32 － 0819
　　代表者　　佐谷多美子　☎ 32 － 0819

開 館 時 間　9：00 ～ 17：00
休 館 日　月曜日

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　★　

★
　
★
　
★
　
★
　★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

　
★

きらき
ら館だより　

　

　　　　　　　　　
　　

問い合わせ　神崎公民館　☎３２－１６８１

あおぞら図書館（巡回）
5 月 9 日（木）寺前～大河 方面

おはなしなあに？
5 月 11 日（土）　10：00 ～

・季節の本の読み聞かせ

　きらきら館の本を持って、午前９時 30 分
から 12 時の間にみなさんの地域へ出かけま
す。車で巡回していますので、お気軽に声を
かけてくだされば停車し、貸出します。様々
な本を用意していますので、ぜひご利用くだ
さい。

　
「
風
土
記
編
纂
１
，
３
０
０
年
」

　　

奈
良
時
代
、
和わ
ど
う銅
六
年
（
７
１
３
）
五
月
、
官
命
に
よ
り
日
本

最
古
の
地
誌
『
風ふ

ど

き
土
記
』
の
編
纂
が
始
ま
り
ま
す
。

　

全
国
に
そ
の
物
産
・
地
味
・
山
川
原
野
の
名
の
由
来
・
伝
承
な

ど
を
記
し
報
告
書
と
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
も
と
め
た
の
に
応
じ

て
進
上
さ
れ
ま
し
た
。
現
存
す
る
の
は
「
出い
ず
も雲
（
島
根
）」「
豊ぶ
ん
ご後

（
大
分
）」「
肥ひ
ぜ
ん前
（
佐
賀
・
長
崎
）」「
常ひ
た
ち陸
（
茨
城
）」
そ
し
て
私

た
ち
の
住
む
「
播は
り
ま磨
（
兵
庫
）」
の
５
カ
国
で
す
。

　
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
神
々
や
天
皇
、
豪
族
、
渡
来
人
、
そ

し
て
名
も
無
き
多
く
の
人
々
の
足
跡
が
簡
潔
な
中
に
ユ
ー
モ
ア
溢

れ
る
表
現
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

神
河
町
は
「
は
に
お
か
の
里
」
と
よ
ば
れ
、２
人
の
神
様
の
ユ
ー

モ
ア
溢
れ
る
我
慢
比
べ
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
内
で
は
、
考
古
博
物
館
・
歴
史
博
物
館
や
県
立
図
書
館

な
ど
で
、
風
土
記
１
，
３
０
０
年
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
神
河
町
で

も
町
内
の
風
土
記
に
ま
つ
わ

る
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す

の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

開
催
内
容
や
日
程
が
決
ま

り
次
第
、
広
報
や
告
知
放
送

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あおぞら図書館（会場開催）
5 月 25 日（土）10：30 ～
　会場：越知谷アクティブセンター
　きらきら館にある色々な本を持って行きま
す。本の貸出や読み聞かせ、折り紙遊びもし
ますので、お友だちを誘ってご家族でお越し
ください。

チャレンジデー
5 月 29 日（水）

　子どもと一緒にチャレンジデーに参加しよ
う。

神
河
町
の
歴
史
文
化
遺
産　

85
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い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

い
ず
み
会
は
、「
私
た
ち
の
健

康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
合
言
葉

に
、
地
域
で
食
生
活
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

ご
自
身
や
ご
家
族
の
健
康
を
「
食

生
活
」
か
ら
育
み
、
健
康
の
輪
を

広
げ
る
た
め
に
、
一
緒
に
楽
し
く

学
び
ま
し
ょ
う
。

開
講
日　

６
月
～
１
月
の
毎
月
第

　

１
・
３
木
曜
日

と
こ
ろ　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務

　

所
（
福
崎
保
健
所
）

内　

容　

食
生
活
や
健
康
に
関
す

　

る
講
義
、
調
理
実
習
等

費　

用　

３
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
、
調
理
実
習
材
料
代
等
）

締
切
り　

５
月
31
日
（
金
）
ま
で

申
込
み　

電
話
、
ま
た
は
フ
ァ
ッ

　

ク
ス
で

問
い
合
わ
せ　

中
播
磨
健
康
福
祉

　

事
務
所　

地
域
保
健
課

　
　

☎　

２
２
―
１
２
３
４

　
　

fax　

２
２
―
６
６
８
０

か
み
か
わ
夏
ま
つ
り

　

Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
等
募
集

　

第
８
回
か
み
か
わ
夏
ま
つ
り
を
、

８
月
３
日
（
土
）
に
神
崎
小
学
校

で
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
夏
ま
つ
り
の
ポ
ス
タ
ー
原

画
や
、
灯
篭
に
貼
り
付
け
る
絵
画

及
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
の
作
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中

で
、
最
も
優
れ
た
作
品
を
ポ
ス
タ

ー
原
画
と
し
て
使
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
原
画
採
用
者
に
は
記
念
品

を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
全

て
の
作
品
を
、
灯
篭
と
し
て
夏
ま

つ
り
当
日
会
場
に
展
示
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
数

多
く
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

紙　

質　

広
紙
レ
ー
ヨ
ン

　
（
灯
篭
に
張
り
展
示
す
る
た
め
）

大
き
さ　

Ｂ
３
サ
イ
ズ　

縦
書
き

※
用
紙
は
、
夏
ま
つ
り
企
画
実
行

　

委
員
会
が
用
意
し
ま
す
。

締
切
り　

６
月
10
日
（
月
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
係

　

☎
３
４
―
０
９
７
１

親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

球
技
大
会
に
向
け
た
練
習
の
成

果
を
発
揮
す
る
場
、
ま
た
親
子
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
場
と
し
て
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

６
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
０
時
45
分
受
付

　
　
　
　

午
後
１
時
15
分
開
会
式

と
こ
ろ　

町
民
体
育
館

　
　
　
　
　
（
神
河
町
長
谷
）

構　

成　

小
学
生
４
名
以
上
、
大

　
　
　
　

人
２
名
以
上
の
合
計
12

　
　
　
　

名
以
内
と
し
、
男
女
の

　
　
　
　

内
訳
は
自
由
で
す
。

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

申
込
み　

６
月
７
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

に
教
育
課
へ

問
い
合
わ
せ　

教
育
課

　
　
　
　
　

☎
３
４
―
０
２
１
２

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
15
歳
か

ら
39
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
相
談
業
務
や
講
座
な

ど
を
通
じ
て
メ
ン
タ
ル
（
精
神
・

健
康
）
面
と
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
）

面
の
両
方
か
ら
支
援
す
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

５
月
24
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～

午
後
２
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
～

　
　
　
　

各
１
名
ず
つ
、
予
約
制

と
こ
ろ　

神
河
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

会
議
室

締　

切　

５
月
18
日
（
土
）
ま
で

申
込
先　

住
民
生
活
課　

　
　
　
　

☎　

３
４
―
０
９
６
２

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か　

　
　
　
　
　

　

兵
庫
県
猟
友
会
で
は
、
こ
れ
か

ら
狩
猟
免
許
試
験
を
受
け
て
狩
猟

を
は
じ
め
よ
う
と
す
る
方
等
を
対

象
に
、
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

日　

時　

①
６
月
８
日
（
土
）

　
　
　
　

②
８
月
３
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～

　

午
後
４
時
30
分
ま
で

会　

場　

兵
庫
県
中
央
労
働
セ
ン

　

タ
ー
（
神
戸
市
）

申
込
期
限　

①
５
月
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　

②
７
月
26
日
（
金
）

受
講
料　

７
０
０
０
円

講
習
内
容　

狩
猟
に
関
す
る
法

令
、
鳥
獣
類
の
知
識
・
判
別
、

猟
具
の
知
識
・
取
扱
い

免
許
の
種
別　

網
猟
免
許
、
わ
な

猟
免
許
、
第
一
種
銃
猟
免
許
、

第
二
種
銃
猟
免
許

手
続
き　

申
込
書
に
受
講
料
を
添

え
て
兵
庫
県
猟
友
会
へ
申
込
み

※
申
込
書
は
、
地
域
振
興
課
に
あ

り
ま
す
。

注
意
事
項　

こ
の
講
習
会
は
、
狩

　

猟
免
許
試
験
の
合
格
を
め
ざ
す

　

た
め
に
行
わ
れ
る
予
備
講
習
会

で
す
。
こ
の
講
習
会
に
参
加
す

れ
ば
狩
猟
免
許
が
取
得
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。後
日
、

兵
庫
県
主
催
の
狩
猟
免
許
試
験

を
受
験
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
猟
友
会

☎
（
０
７
８
）
３
６
１
―
８
１
２
７

く ら し
の

情 報

く ら し
の

情 報

本　庁
総務課　　　　　34 － 0001
議会事務局　　　34 － 0213
地域振興課
　地域振興係　　34 － 0185
　商工観光係　　34 － 0971
　農林業係　　　34 － 0960
教育課　　　　　34 － 0212
住民生活課　　　34 － 0962
税務課　　　　　34 － 0961
建設課　　　　　34 － 0964
上下水道課　　　34 － 0966
会計課　　　　　34 － 0968
神崎支庁舎
　地域局　　　　32 － 1222
　健康福祉課　　32 － 2421
ケーブルテレビ局舎
　情報センター　32 － 2752
大河内保健福祉センター
　地籍課　　　　34 － 0965
公民館
　中央公民館　　34 － 1450
　神崎公民館　　32 － 1681
センター長谷　　35 － 0001

　男　　5,859 人　 （－ 16）
　女　　6,565 人　 （－ 14）
　計　 12,424 人　 （－ 30）
世帯数　4,122 世帯（－  2）

人 の 動 き

※ 2013 年 3 月 31 日現在外国人も含む
　（　）は前月比
　転入　57 人
　出生　  5 人

転出　71 人
死亡　22 人

※ 2013 年 3 月中の異動

　

募　

集　
　

　

お
知
ら
せ
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第
３
回
病
院
祭
「
す
ず
ら
ん
祭
」
開
催

　

今
回
で
３
回
目
を
迎
え
た
公
立

神
崎
総
合
病
院
祭「
す
ず
ら
ん
祭
」、

今
年
は
開
催
を
す
が
す
が
し
い
初

夏
に
移
し
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
手
術
室
見
学
、
外
科
縫
合
体

験
、
こ
ど
も
向
け
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
と
と
も
に
食
べ
物
コ
ー
ナ

ー
も
充
実
し
て
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と　

き　

６
月
１
日
（
土
）

　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

公
立
神
崎
総
合
病
院

公
立
神
崎
総
合
病
院

敷
地
内
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す

　

本
年
６
月
１
日
よ
り
、
当
院
の

敷
地
内
は
全
面
禁
煙
と
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
現
在
設
置
し
て

あ
り
ま
す
喫
煙
ス
ペ
ー
ス
（
正
面

玄
関
横
）
も
撤
去
い
た
し
ま
す
。

　

喫
煙
さ
れ
る
方
に
は
不
自
由
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

「
使
用
済
み
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
空
容
器
の
回
収
」
に
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

家
庭
で
使
い
終
わ
っ
た
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、
回
収
箱
が
設

置
し
て
あ
る
郵
便
局
へ
の
お
持
込

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

　

町
内
で
は
、
神
崎
郵
便
局
と
大
河

内
郵
便
局
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
里
帰

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
仕
組
み

　

集
ま
っ
た
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は

「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
で
、
仕
分
け
拠

点
に
届
け
ら
れ
ま
す
。
仕
分
け
拠

点
で
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
メ
ー
カ
ー

ご
と
に
１
つ
１
つ
仕
分
け
さ
れ
、

各
メ
ー
カ
ー
へ
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
各
メ
ー
カ
ー
で
責
任
を
も
っ

て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
分
け
拠
点
に
は
、
障
が
い
者

の
方
々
が
多
く
働
く
企
業
を
選
定

し
て
お
り
、
障
が
い
者
雇
用
支
援

の
一
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
方
法
と
注
意
点

・
回
収
で
き
る
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、

ブ
ラ
ザ
ー
・
キ
ャ
ノ
ン
・
デ
ル
・

エ
プ
ソ
ン
・
日
本
Ｈ
Ｐ
・
レ
ッ

ク
ス
マ
ー
ク
の
純
正
品
で
す
。

・
改
造
品
、
著
し
い
破
損
品
は
リ

　

サ
イ
ク
ル
の
障
害
に
な
る
た

め
、
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
袋
や
箱
な
ど
は
お
持
ち
帰
り
く

　

だ
さ
い
。

・
電
池
は
回
収
し
て
い
ま
せ
ん
の

　

で
、
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

里
帰
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
、
全
国
的
に
使
用
済
み
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
再
資
源
化
が
促

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

１
９
５
万
個
の
回
収
が
で
き
ま
し

た
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
生
活
課
（
☎

３
４
―
０
９
６
３
）、
神
崎
郵

便
局
（
☎
３
２
―
０
０
５
０
）、

大
河
内
郵
便
局
（
☎
３
４
―

０
０
５
０
）

明
石
海
峡
大
橋
通
行
料
助
成
制
度

　

淡
路
島
へ
気
軽
に
お
越
し
頂
け

る
よ
う
、
20
名
以
上
で
明
石
海
峡
大

橋
通
行
料
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

助
成
対
象　

①
②
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
団
体

①
兵
庫
県
実
施
の
県
民
交
流
バ
ス

　

助
成
承
認
を
受
け
た
団
体
。

②
①
に
該
当
し
な
い
場
合
は
、
左

　

記
全
て
に
該
当
す
る
団
体
。

　

ア
明
石
海
峡
大
橋
を
往
復
利
用

　
　

す
る
こ
と
。

　

イ
淡
路
島
内
の
対
象
施
設
（
対

　
　

象
施
設
は
要
問
合
せ
）
を
２

　
　

箇
所
以
上
見
学
さ
れ
る
方
。

　

ウ
宗
教
、
政
治
、
営
利
を
目
的

　
　

と
し
た
団
体
や
こ
れ
ら
の
活

　
　

動
を
行
な
わ
な
い
団
体
で
あ

　
　

る
こ
と
。
ま
た
、
公
共
団
体

　
　

や
学
校
で
な
い
こ
と
。

　
　
（
例
：
自
治
会
、
婦
人
会
、
老

　
　

人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
会
な
ど
）

　

エ
20
名
以
上
の
参
加
で
、
貸
し

　
　

切
り
バ
ス
（
定
員
20
名
以
上
の

　
　

レ
ン
タ
カ
ー
を
含
む
）
を
団
体

　
　

で
直
接
借
り
上
げ
る
こ
と
。

旅
行
期
間　

平
成
25
年
４
月
１
日

　

～
平
成
26
年
３
月
31
日

助
成
額　

バ
ス
１
台
あ
た
り

　

特
大　

５
０
０
０
円

　

大
型　

３
０
０
０
円

　

中
型　

２
０
０
０
円

募
集
締
め
切
り
等
の
詳
細

　

〒
６
５
６
―
０
０
２
２

　

兵
庫
県
洲
本
市
海
岸
通
１
丁
目

　

１
１
―
１

☎
（
０
７
９
９
）
２
４
―
２
０
０
１

　
（
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

栄
養
相
談
（
県
）

　　

難
病
な
ど
に
関
す
る
食
と
栄
養

の
相
談
や
加
工
食
品
の
栄
養
成
分

表
示
の
相
談
な
ど
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
栄
養
相
談
日
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

相
談
日　

毎
月
第
２
水
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所

問
い
合
わ
せ　

　

中
播
磨
健
康
福
祉
事
務
所　

☎
２
２
―
１
２
３
４

少
年
悩
み
相
談
事
業

　

神
崎
郡
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

の
25
年
度
少
年
悩
み
相
談
事
業
を

次
の
予
定
で
実
施
し
ま
す
の
で
、

子
ど
も
に
行
動
上
の
問
題
の
兆
し

　

相　

談

が
あ
れ
ば
、
早
い
時
期
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　

毎
週　

月
・
火
・
金

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

面
接
相
談　

毎
週　

水

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

☎
２
６
―
１
０
１
０

　

事
前
に
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

　

神
崎
郡
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

　

〒
６
７
９
―
２
３
１
５

　

市
川
町
西
川
辺
１
７
７



平成 25 年 5 月 1 日 28 

神河町役場　所在地：〒 679 － 3116 兵庫県神崎郡神河町寺前 64

TEL：0790 － 34－0001　FAX：0790－34－0691（代表）　代表メールアドレス　info@town.kamikawa.hyogo.jp

SUN（日） MON（月） TUE（火） WED（水） THU（木） FRI（金） SAT（土）

◦町人協総会
　14：00 ～ 保セ

3

5

4

6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 2524

26 27 28 29 30 31

１ 2

5 月くらしのカレンダー

◦カーミンの日
　曜市
◦神河町人権文化
　推進委員委嘱式
　及び「地区別人
　権教室」事前研
　修会
　8：30 ～	 中公

◦栄養相談
　9：00 ～ 神支

◦人権をたしか
　める日

◦献血
　10：00 ～ 神支

　13：30 ～ 本

◦成人ゼミナール
　開講式
　13：30 ～ 神公

◦第 8回神河町
　消防操法訓練
　大会
　8：00 ～神崎小

◦もぐもぐ教室
　13：30 ～ 神支

◦チャレンジデー
　0：00 ～ 21：00

◦あじさい・あ
　やめ学級合同
　開講式
　教養講座
　10：30 ～ 中公

◦英会話教室
　（初級）開級式
　19：30 ～ 中公

◦ 1歳6か月健診
　13：00 ～ 神支

◦カーミンの日
　曜市

◦新野水車祭

◦あじさい学級
　趣味講座の み
　開催
　13：00 ～ 神公

◦古文書教室
　（初級）開級式

10：00～神公

◦婦人セット健診
　13：00 ～ 総病

◦固定資産
　第1期納期限

　　　役場本庁舎
　　　神崎支庁舎
　　　中央公民館
　　　神崎公民館
　　　大河内保健福祉センター
　　　グリンデルホール

　　　きらきら館
　　　はにおか運動公園
　　　温水プール
　　　カーミンの観光案内所
　　　町民グラウンド
　　　神崎総合病院

神支

神公

総病

中公
カ

保セ 町グ

プ
は
き

グ

本

憲法記念日

11

◦パソコン教室
（初級）開級式
　10：00 ～ 中公

◦健康福祉
　なんでも相談

9：00 ～ 11：30
神支

◦すくすく相談
　13：30 ～ 神支

◦心配ごと相談
　13：00 ～ 保セ
（但し、要予約
☎ 32－2303）

みどりの日

こどもの日 振替休日


